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法人運営全般

　・　指導監査・立入検査等

　１　職員の人員配置状況（令和２年度の増減）

　５　総合学習受入実績

　９　補助金事業

　７　川越市介護相談員派遣事業の受入

　２　法人運営･管理 行事実績

　３　職員研修参加実績

　４　施設実習受入実績

　６　地域との交流

　・　理事会・評議員会・監事監査

　８　新型コロナウイルス感染症への対応



　　　　　　　　　　⑤　防犯カメラ管理及び運用規程（案）について

　　　　　　　　　　⑥　中期5か年計画の見直しについて

　　　　　　　　　　⑩　定時評議員会の招集事項について

　●令和２年度第２回理事会●

　　　出席者　　：　［評議員会］評議員　７／7名　　監事２／2名

　　　審議事項　：　①　令和元年度　監事監査報告について

　　　　　　　　　　⑦　事業運営上の課題と対応策について

　　　　　　　　　　⑧　新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に対する施設対応について

　　　開催日　　：　令和２年　６月２５日（木）

　　　　　　　　　　⑨　事故報告について

　　　　　　　　　　④　社会福祉充実計画について

　　　　　　　　　　⑤　防犯カメラ管理及び運用規程（案）について

　　　　　　　　　　⑭　給食委託業務契約の見直し検討について

　　　　　　　　　　⑥　中期5か年計画の見直しについて

　　　出席者　　：　［理事会］理　事　５／６名　　監事２／2名

　　　審議事項　：　①　社会福祉施設等指導監査報告について

　　　　　　　　　　⑧　新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に対する施設対応について

　　　　　　　　　　⑩　令和２年度　第１次補正予算（案）について

　　　　　　　　　　⑨　事故報告について

　　　　　　　　　　④　埼玉県介護施設等における換気設備設置に係る経費支援事業について

　　　　　　　　　　③　令和元年度　決算報告について

　　　　　　　　　　⑤　感染症対策を徹底した上での介護ｻ-ﾋﾞｽ提供支援事業について

　　　　　　　　　　⑨　電気需給契約について

　　　開催日　　：　令和２年　６月１０日（水）

　　　審議事項　：　①　令和元年度　監事監査報告について

　　　　　　　　　　②　令和元年度　事業報告について

　　　　　　　　　　⑦　令和２年度～10月分　事業報告について

　　　　　　　　　　④　社会福祉充実計画について

　●令和２年度第１回評議員会●

　　　　　　　　　　②　令和元年度　事業報告について

　　　　　　　　　　⑦　事業運営上の課題と対応策について

　　　開催日　　：　令和２年１２月１０日（木）

　　　　　　　　　　③　埼玉県新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応従事者慰労金交付事業について

　　　　　　　　　　　　換気設備更新工事契約について

　　　　　　　　　　⑪　事故（利用者･職員･車輛）報告について

評議員会・理事会

・理事会･評議員会･監事監査

　　　　　　　　　　③　令和元年度　決算報告について

　●令和２年度第１回理事会●

　　　出席者　　：　［理事会］理　事　6／6名　　監事2／2名

　　　　　　　　　　⑫　就業規則の一部改正（案）について

　　　　　　　　　　②　新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に対する施設対応について

　　　　　　　　　　⑥　埼玉県介護施設におけるｸﾗｽﾀ-の発生に備えた互助ﾈｯﾄﾜ-ｸについて

　　　　　　　　　　⑧　令和２年度～10月分　収支報告について

　　　　　　　　　　⑬　長期施設維持整備計画及び施設維持整備積立金の検討について
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　　　　　　　　　　⑥　「令和３年度　事業計画」（案）について

　　　監査事項　：　令和元年度 業務監査　

　　　　　　　　　　⑨　新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症に対する施設対応について

・監事監査　

　　　　　　　　　　⑦　「令和３年度　収支予算」（案）及び今後の法人経営状況

　　　　　　　　　　②　令和２年度～1月分　収支報告について

　●令和２年度第２回評議員会●

　　　　　　　　　　④　特別職（施設長・副施設長）の給与について

　　　　　　　　　　⑤　「自動継続」条項が入っている契約の「自動継続」について、

　　　　　　　　　　　　するか否かの選択について

　　　　　　　　　　⑦　「令和３年度　収支予算」（案）及び今後の法人経営状況

　　　　　　　　　　⑩　温冷配膳車の入替整備に係る契約について

　　　　　　　　　　④　特別職（施設長・副施設長）の給与について

　　　審議事項　：　①　令和２年度～2月分　事業報告について

　　　　　　　　　　⑤　「自動継続」条項が入っている契約の「自動継続」について、

　　　　　　　　　　⑧　賞与引当金の計上について

　　　監査事項　：　①法人運営・②事業内容・③地域における公益的な取組・④特別な利益供与の禁止

　　　開催日　　：　令和３年３月２２日（月）

　●令和２年度第３回理事会●

　　　　　　　　　　⑪　事故その後の経過報告について

　　　　　　　　　　⑨　給食委託業務契約について

　　　出席者　　：　［監事監査］監事２／2名

　　　　　　　　　　　　シミュレーションについて

　　　実施日　　：　令和２年　５月２９日（金）10：30～11：55

　　　　　　　　　　③　令和２年度　第２次補正予算（案）について

　　　　　　　　　　　　シミュレーションについて

　　　　　　　　　　　　するか否かの選択について

　　　　　　　　　　②　令和２年度～1月分　収支報告について

評議員会・理事会・監事監査

　　　審議事項　：　①　令和２年度～2月分　事業報告について

　　　出席者　　：　［理事会］理　事　６／　6名　　監事　２／2名

　　　　　　　　　　⑫　コロナウイルス感染症に関する対応について

　　　　　　　　　　⑧　賞与引当金の計上について

　　　　　　　　　　⑥　「令和３年度　事業計画」（案）について

　　　　　　　　　　⑬　定款変更について

　　　監査事項　：　令和元年度 財務監査

　　　監査事項　：　①予算の編成及び執行・②計算書類・③契約事務・ ④現金・通帳の取り扱い

　　　　　　　　　　⑩　就業規則の一部改正（案）について

　　　　　　　　　　⑪　理事長の職務執行状況について

　　　　　　　　　　⑫　定時評議員会の招集事項について

　　　　　　　　　　③　令和２年度　第２次補正予算（案）について

　　　出席者　　：　［評議員会］評議員　５／7名　　監事２／2名

　　　開催日　　：　令和３年　３月３１日（水）
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　　　　※　職員出勤時の検温回数について、”出勤時1回 ”→ ”出退勤時2回”行うよう指導あり。

　　　対応者　　：　施設長･副施設長･デイ相談員･特養相談員、看護主任

・高齢者入所施設緊急一斉巡回

　　　日　時　　：　令和２年１２月１６日（水）15：00～15：20

　　　場　所　　：　ぽぷらの樹　屋外正面玄関前駐車場

　　　内　容　　：　感染拡大防止対策の確認（事前提出ﾁｪｯｸｼ-ﾄあり）

　　　巡回員　　：　川越市職員２名（介護保険課）

　　　※令和２年度　該当なし

・消防立入検査　 （消防法に基く検査）

・令和２年度　社会福祉施設等指導監査　 （社会福祉法・介護保険法に基く）

　　　監査員　　：　川越市職員4名（福祉部指導監査課）

　　　受検者　　：　施設長･副施設長･特養職員（生活相談員･看護主任）･事務員･管理栄養士

　　　場　所　　：　ぽぷらの樹会議室

　　　内　容　　：　①特別養護老人ホ－ム　②短期入所生活介護　③施設財務の状況

　　　日　時　　：　令和２年１０月１５日（木）9：30～11：50

指導監査・立入検査

　　　※令和２年度　該当なし

・保健所立入検査　

　　　立会人　　：　社会保険労務士

　　　指導事項　：　改善指導/助言事項　⇒　口頭：9/2項目　→　文書；8項目
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計 計 計 計

2.4.1 4 4 0 3 3 0 0 0 0 1 1 0

入職・異動 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

退職・異動 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3.3.31 4 4 0 3 3 0 0 0 0 1 1 0

2.4.1 7 5 2 5 3 2 2 2 0 0 0 0

入職・異動 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

退職・異動 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3.3.31 7 5 2 5 3 2 2 2 0 0 0 0

2.4.1 52 14 38 26 11 15 7 0 7 19 3 16

入職・異動 9 0 9 5 0 5 3 0 3 1 0 1

退職・異動 11 3 8 5 2 3 2 0 2 4 1 3

3.3.31 50 11 39 26 9 17 8 0 8 16 2 14

2.4.1 25 5 20 3 0 3 10 0 10 12 5 7

入職・異動 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

退職・異動 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0

3.3.31 24 5 19 3 0 3 9 0 9 12 5 7

2.4.1 5 0 5 5 0 5 0 0 0 0 0 0

入職・異動 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

退職・異動 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3.3.31 5 0 5 5 0 5 0 0 0 0 0 0

2.4.1 93 28 65 42 17 25 19 2 17 32 9 23

入職・異動 9 0 9 5 0 5 3 0 3 1 0 1

退職・異動 12 3 9 5 2 3 3 0 3 4 1 3

3.3.31 90 25 65 42 15 27 19 2 17 29 8 21

3.3.31 81 20 61 36 12 24 19 2 17 26 6 20

2.3.31 86 23 63 36 13 23 16 2 14 34 8 26

差異 ▲ 5 ▲ 3 ▲ 2 0 ▲ 1 1 3 0 3 ▲ 8 ▲ 2 ▲ 6

=C40-C41

（週40時間勤務） （週21～40時間勤務） （週20時間勤務以下）

増減数

男 女 男 女

●　職員の人員配置状況　（令和2年度）　●

※職種を兼務している者は複数で数え、延べ人員数を計上

事業所・課

総　　　計
常　　　　勤　 非　　　常　　　勤

女

増減数
男女の別 男女の別

法　人　合　計

法 人 合 計
実　人　員　数

居宅介護支援事業所

男女の別
増減数

男女の別

令和3年3月31日現在

本　　　部

総　務　課

特別養護老人ホーム
ショートステイ

デイサービスセンター

増減数

男 女 男
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本部 総務課 特養･ｼｮｰﾄ ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 居宅

人
数

常勤・非常勤別構成状況

（週40時間勤務）

（週21～40時間勤務）

（週20時間勤務以下）
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入職日 備　考

 1 4月 14日 
職員紹介

9/1より常勤

 2 5月 1日 
ｹｱｽﾀｲﾙより応募

2/28退職

 3 6月 9日 
ﾊﾛｰﾜｰｸ紹介
10/8退職

 4 6月 23日 
PRC紹介
8/31退職

 5 11月 10日 ﾏｯｸｽｻﾎﾟｰﾄ紹介

 6 12月 1日 
ﾚﾊﾞﾚｼﾞｰｽﾞ

ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱ紹介

 7 2月 1日 ｼﾞｮﾌﾞﾒﾄﾞﾚｰより応募

 8

退職日 勤続期間

 1 6月 30日 3年0ヶ月

 2 7月 25日 1年4ヶ月

 3 7月 31日 9年2ヶ月

 4 7月 31日 1年5ヶ月

 5 8月 31日 0年2ヶ月

 6 8月 31日 3年3ヶ月

 7 9月 30日 1年8ヶ月

 8 10月 8日 0年4ヶ月

 9 10月 31日 3年0ヶ月

1 0 2月 28日 0年9ヶ月

1 1

異動日 備　考

休職日 備　考

●　職員の人員配置状況　（令和2年度）　●

※色の行は、在職期間が2ヶ月未満の職員　　　　※年齢は入職時

形　態 所　属 職　種 氏　名 年　齢

非常勤 特別養護老人ﾎｰﾑ 看護師 大作　知里 2 8

常　勤 特別養護老人ﾎｰﾑ ｹｱﾜｰｶｰ 森　弓佳 2 6

非常勤 特別養護老人ﾎｰﾑ ｹｱﾜｰｶｰ 南　圭子 5 1

常　勤 特別養護老人ﾎｰﾑ 看護師 小林　千惠子 4 6

非常勤 特別養護老人ﾎｰﾑ ｹｱﾜｰｶｰ 菅野　智美 5 1

常　勤 特別養護老人ﾎｰﾑ ｹｱﾜｰｶｰ 渡会　美優 2 2

非常勤 特別養護老人ﾎｰﾑ ｹｱﾜｰｶｰ 田中　恵美 2 6

※色の行は、在職期間が2ヶ月未満の職員　　　　　※年齢は入職時

形　態 所　属 職　種 氏　名 年　齢

非常勤 特別養護老人ﾎｰﾑ 看護師 安富祖　咲 3 1

非常勤 特別養護老人ﾎｰﾑ ｹｱﾜｰｶｰ 石田　喜美子 7 3

非常勤
特別養護老人ﾎｰﾑ
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ兼務

ｹｱﾜｰｶｰ 原田　友美 4 3

派　遣 特別養護老人ﾎｰﾑ ｹｱﾜｰｶｰ 岸田　利幸 4 2

常　勤 特別養護老人ﾎｰﾑ 看護師 小林　千惠子 4 5

非常勤 特別養護老人ﾎｰﾑ ｹｱﾜｰｶｰ 忽滑谷　知成 3 7

常　勤 特別養護老人ﾎｰﾑ ｹｱﾜｰｶｰ 高橋　理香 4 4

非常勤 特別養護老人ﾎｰﾑ ｹｱﾜｰｶｰ 南　圭子 5 2

常　勤 特別養護老人ﾎｰﾑ ｹｱﾜｰｶｰ 浅利　大悟 3 9

常　勤 特別養護老人ﾎｰﾑ ｹｱﾜｰｶｰ 森　弓佳 2 6

※二段に分かれてる項目の上段が異動前、下段が異動後　　　※勤務区分、所属、職種が変更された場合に掲載
形　態 所　属 職　種 氏　名 年　齢

 1 9月 1日 
非常勤

特別養護老人ﾎｰﾑ 看護師 大作　知里 2 8 職員紹介
（総務課:三上哲生）常　勤

形　態 所　属 職　種 氏　名 年　齢

 1 12月 1日 非常勤 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ ｹｱﾜｰｶｰ 上田　良重 5 7 病気療養中

 2 3月 1日 常  勤 特別養護老人ﾎｰﾑ ｹｱﾜｰｶｰ 鈴木　良子 5 2
病気療養中

5/17より復帰

退 職 者

入 職 者

異 動 者

退 職 者

休 職 者

－ 法人運営 5 －



3

44

6*

0

1

2

3

4

5

6

7

常勤 非常勤

（雇用形態）

0

7

0 00

9*

1

0
0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

総 務 特 養 デ イ 居 宅

（事業所）

0

4

0

1

2

0 00

1

3

4*

1

0

1

0

2

4

6

8

10

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代

（年 齢）

0

3

2

3

2*

0
0

1

2

3

4

5

（退職者の勤続年数）

入
職
者

退
職
者

＊ 非常勤退職者6名の内、1名は特養及びﾃﾞｲの

兼務職員により、各項目(＊)において再掲。
なお、派遣職員は除く。
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　６日 　８日

　７日 １５日

１３日 １６日

１５日 １６日 ⑦運営委員会

２１日 ２１日

２７日 ２６日 ⑦給食委員会

２８日 ２７日 ⑦入居検討委員会

２８日 　２日

１１日 １３日 ⑧運営委員会

１８日 １３日

１８日 17･24日 職員ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種

２５日 ２４日 ⑧給食委員会

２５日 ２４日 ⑧入居検討委員会

２６日 　１日

　２９日 　７日

　１日 　９日 職員健康診断（全職員対象）

　３日 １０日 ②理事会

　８日 １５日 ⑨運営委員会

１０日 １５日

１５日 ③運営委員会 １６日 高齢者入居施設緊急一斉巡回

１５日 ２１日 ⑨給食委員会

２２日 ③給食委員会 ２２日 ⑨入居検討委員会

２２日 ２３日 ①消防訓練

２３日 　４日

２５日 　７日

２９日 ２１日 ⑩運営委員会

6～16日 職員健康診断（夜勤勤務介護職員対象） ２１日

　６日 ２５日 ⑩給食委員会

１３日 ２６日 ⑩入居検討委員会

１５日 　１日

２０日 　３日

２７日 １５日 ⑪運営委員会

２７日 １５日

２８日 ２２日 ⑪給食委員会

　３日 ２３日 ⑪入居検討委員会

　６日 保健所立入検査 　１日

１４日 　１日 ⑫運営委員会

１７日 １５日 ⑬運営委員会

２４日 １５日

２４日 16～23日 ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸ受検（希望職員対象）

２５日 ２２日 ⓷理事会

　３１日 ２２日 ⑫給食委員会

　７日 ２３日 ⑫入居検討委員会

１４日 ２６日 ②消防訓練

１４日 ⑥運営委員会 ３１日 ②評議員会

２２日 ⑥入居検討委員会

２８日 ⑥給食委員会

２８日

㊶感染症対策委員会㉑感染症対策委員会

㉒感染症対策委員会

㉓感染症対策委員会

㉔感染症対策委員会

㉕感染症対策委員会

⑤給食委員会

⑤入居検討委員会

⑤運営委員会

６月

７月

８月

9月

3月

⑳感染症対策委員会

①評議員会

④給食委員会

④運営委員会

1月

２月

⑭感染症対策委員会

⑮感染症対策委員会

⑯感染症対策委員会

⑰感染症対策委員会

⑱感染症対策委員会

⑲感染症対策委員会

④入居検討委員会

法人運営･管理行事実績

2．法人運営･管理行事実績

上　半　期 下　半　期

①運営委員会

⑤感染症対策委員会

①入居検討委員会

社会福祉施設等指導監査（川越市）<特･ｼ>

①給食委員会

㉗感染症対策委員会

㉖感染症対策委員会

㉘感染症対策委員会

㉙感染症対策委員会

4月
１０月

11月

②給食委員会

②運営委員会

㉚感染症対策委員会

5月

12月
⑪感染症対策委員会

⑫感染症対策委員会

⑬感染症対策委員会

㉟感染症対策委員会

㊱感染症対策委員会

㊲感染症対策委員会

㊳感染症対策委員会

㊴感染症対策委員会

㊵感染症対策委員会

①感染症対策委員会

②感染症対策委員会

③感染症対策委員会

④感染症対策委員会

⑥感染症対策委員会

⑦感染症対策委員会

⑧感染症対策委員会

⑨感染症対策委員会

⑩感染症対策委員会

②入居検討委員会 ㉛感染症対策委員会

①監事監査

①理事会

③入居検討委員会

㉜感染症対策委員会

㉝感染症対策委員会

㉞感染症対策委員会
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３．職員研修参加実績

部署 日　程 会議形態 参加者

12/23
Web会議

（ZOOM）
沢田長吉

1/18
Web会議

（ZOOM）
沢田誠

3/10
Web会議

（ZOOM）
沢田長吉

2/26 Web会議
（動画配信）

平井

11/26
Web会議

（ZOOM）
久保島

2/26 Web会議
（動画配信）

道脇･大作

3/17
Web会議

（ZOOM）
清水･林原

10/8
Web会議

（ZOOM）
入江

10/15
Web会議

（ZOOM）
尾島･橋本

10/21･22･23
Web会議

（動画配信）
居宅職員

11/10
Web会議

（ZOOM）
居宅職員

12/17
Web会議

（ZOOM）
入江･橋本

2/10 YouTube
（動画配信）

居宅職員

2/18
Web会議

（ZOOM）
尾島･橋本

3/10
Web会議

（ZOOM）
居宅職員

3/12
Web会議

（ZOOM）
入江

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

埼玉県社会福祉協議会

川越市地域包括支援ｾﾝﾀｰよしの

埼玉県難病医療連絡協議会

埼玉県社会福祉協議会

川越市地域包括支援ｾﾝﾀｰよしの

埼玉県

埼玉県総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

川越市地域包括支援ｾﾝﾀｰよしの

厚生労働省

経腸栄養分野における小口径ｺﾈｸﾀの国際規格導入
～経腸栄養療法での感染対策を踏まえて～

総
務
課

メディバンクス㈱

本
　
部

令和2年度介護認定審査会研修会

経腸栄養分野における小口径ｺﾈｸﾀの国際規格導入
～経腸栄養療法での感染対策を踏まえて～

QLCｶﾚｯｼﾞLIVE講演
「各姿勢や動作の特徴を知って効果的な支援を」

デ
イ
サ
ー

ビ

ス
セ
ン
タ
ー

一般社団法人QLC高齢社会研究所

特
別
養
護

老
人
ホ
ー

ム

埼玉県・埼玉県医師会

メディバンクス㈱

職員研修参加実績

主　　催

埼玉県老人福祉施設協議会
入間東支部

川越市老人福祉施設運営協議会

埼玉県老人福祉施設協議会

研　　修　　名

川越市内施設長会議

緊急企画「ｺﾛﾅが発生した、その時」
研修委員会･部会合同研修会

入間東支部　支部会

介護分野における生産性向上推進ﾌｫｰﾗﾑ

CCNかわごえ コアメンバー会議

ケアマネ情報交換会

感染予防講習会

講演会「難病の災害対策:現状と課題」

ケアマネ情報交換会

高次脳機能障害者の暮らしを支えるために
就労支援編

ケアマネ情報交換会

定期巡回随時対応ｻｰﾋﾞｽ活用ｾﾐﾅｰ

－ 法人運営 8 －



月 部署 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

色 色

※各受入期間内の数字は、その期間に受入た実習生の人数です。

施設実習受入実績

教職員免許法の特例による介護等体験事業（尚美学園大・東京国際大・女子栄養大・東邦音楽大等） 15 75

４．施設実習受入実績

4月
特養

デイ

特養

5月

デイ

7月
デイ

特養

6月

デイ

特養

8月
特養

デイ

学校･機関名称 合計 延べ

9月
特養

デイ

10月

学校･機関名称 合計 延べ

埼玉医大附属医療ｾﾝﾀｰ看護専門学校 10 96

特養

デイ

特養

デイ

11月
特養

デイ

12月
特養

デイ

3月
特養

デイ

1月
特養

デイ

2月

令和２年度の施設実習受入については、新型コロナ
ウイルス感染症のため、全て辞退させて頂いた。

（辞退一覧）
●埼玉医大附属医療センター看護専門学校

実人数 １２名 実習期間 １２０日

●教職員免許法の特例による介護等体験事業
実人員 １４名 実習期間 ７０日
大学数 ７大学

－ 法人運営 9 －



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

　４） 特別養護老人ホーム主催：「敬老・秋祭り行事」の開催

6

６．地域との交流

　・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、例年実施してきた全ての取り組みについて

　　中止としている。

　3）デイサ－ビスセンタ－主催：「ワンちゃんと利用者様の交流会」の開催

　２） 福祉の市への参加

　1） 近隣小中学生訪問の受け入れ

総合学習受入実績

打合せ

2

3

ー

打合せ

10月 2月 3月12月

５．総合学習受入実績

4月 5月 6月 7月 8月 9月 1月11月

—

4

5

令和２年度の総合学習受入については、新型コロナ
ウイルス感染症のため、全て辞退させて頂いた。

（辞退一覧）
南古谷中学校
寺尾中学校
砂中学校
高階中学校

－ 法人運営 10 －



.

　この事業は、介護サービスの提供の場を訪ね、サービスを利用する者及び家族の話しを聴き、

（活動場所）　特別養護老人ホームぽぷらの樹　　（活動日時）　月１回　14：00～16：00

　　　　令和２年度は、川越市介護保険課からの通知もあり、介護相談員の受入は、”一時休止 ”となっている。

　　　　なお、再開時期については未定である。

川越市介護相談員派遣事業の受入

（川越市介護相談員派遣事業実施要綱より）○　事業の目的　○

るとともに、派遣を受けた事業所における介護サービスの質的向上を図ることを目的とする。

７．”令和２年度川越市介護相談員派遣事業”の受入

相談に応じる等の活動を行う者の登録を行い、申し出のあったサービス事業所に派遣すること

により、利用者等の疑問や不満、不安の解消を図ることにより苦情に至る事態を未然に防止す

－ 法人運営 11 －



新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応
　8.　新型コロナウイルス感染症への対応

　　新型コロナウイルス感染症への対応として、「感染症委員会」を開催・対応の協議し、決定

　事項を各事業所及び職員へ周知し、現在までのところ、特養入居者様が病院受診時に、抗原抗

　体検査で「偽陽性」結果（PCR検査では陰性）となった以外、職員・入居者・利用者において

　 ”陽性者 ”は出ていない。

～  コロナウイルス（日本国内の主な対応）  ～

　Ｒ2.1/14　　　ＷＨＯ　新型コロナウイルスを確認

　　　1/15　　　日本国内で初めて感染確認（武漢に渡航した中国籍の男性）

　　　2/25　　　政府　感染拡大に備え「基本方針」決定

　　　4/1　　　  首相　全国すべての世帯に布マスク２枚ずつ配布の方針表明

　　　4/7　　● ７都府県に緊急事態宣言「人の接触　最低７割極力８割削減を」

　　   4/13　　「緊急事態宣言」全国に拡大

　　　5/25　　　緊急事態の解除宣言

　　　7/22　　 「Go To トラベル」キャンペーン開始　

　　　12/15　  「Go To トラベル」全国一時停止

　Ｒ3.1/7　　　　１都３県に緊急事態宣言（～２月７日まで）

　　　2/2　　　　10都道府県は、来月７日まで延長

　　　2/17　　　 コロナワクチン先行接種はじまる（医療従事者　約４万人対象）

　　　3/5　　　　１都３県の緊急事態宣言　２週間延長決定（～３月２１日まで）

　　　3/21　　　首都圏１都３県の緊急事態宣言の解除

　　　3/31　　　大阪府「まん延防止等重点措置」適用を国に要請　全国で初

（対応内容）

　　　＊全職員に「手洗い・うがい」に加えて、検温（37.5℃を超える発熱の場合は休み）、

　　　　マスク着用の徹底　→うがいは科学的根拠がない・マスクをとることから外している。

　　　＊検温については、12/16の川越市介護保険課による「高齢者入所施設緊急一

　　　　斉巡回」で指摘があり、無症状でも感染があるため、『出勤時・退勤時の２回

　　　　検温実施』と変更する。12/29～、勤怠システムにて記録・管理を開始する。

職 員

－ 法人運営 12 －



新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応

　　　＊Ｒ3.2月、高齢者施設でのコロナウイルス感染症のクラスターの増加に伴い、

　　　　埼玉県では高齢者施設職員に対し緊急ＰＣＲ検査を行う旨の方針が記され、川

　　　　越市でも同様に実施することとなる。ただし、この検査対象は、高齢者入所施

　　　　設に勤務する職員のみであり、当施設のデイサービスや居宅介護支援事業所の

　　　　職員は対象外であった。同一の建物内で勤務する（接触しないようにしている

　　　　が）ため、全職員実施とし、対象外の職員は、民間のＰＣＲ検査を実施した。

検査日　　　：　　令和３年　２月１５日（月）及び　２月１６日（火）

検査方法　　：　　唾液採取方法によるＰＣＲ検査

実施数　　　：　　９２名

結　果　　　：　　全ての職員が「検出されず」及び「低リスク」

　　　＊Ｒ3.3/15、日本財団「高齢者施設従事者への無料ＰＣＲ検査事業」へ参加の

　　　　申込を行う。定期的にＰＣＲ検査を受けることにより、お年寄りへの感染拡大

　　　　を防ぐとともに職員にとっても、自らが ”感染させてしまう” 不安をなくす

　　　　ことで安心して業務に専念することができると判断した。

　　　　実施期間は、４月～８月までとし、２週間に１回、唾液歳出方式のＰＣＲ検査

　　　　を実施する。

　　　＊新規ご利用の受入停止（139日間）R2.4/7　～　R2.8/23

　　　＊新規受入再開（R2.8/24）

　　 　特養・ｼｮｰﾄ・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽにおいて、下記の対策を講じた上で再開する

　　１．送迎車に乗車する前に、アルコール消毒液による手指消毒

　　２．座席テーブルへの飛沫防止パネルの設置

　　３．「健康状況確認票」の内容に沿って職員による聞き取り調査を行う

　　　　＠実態調査訪問前　　＠利用契約訪問前　　＠初回利用日前

〔　特養３Ｆ　〕 〔　特養２Ｆ　〕

利用者

ＰＣＲ検査

－ 法人運営 13 －



新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応

　　　＊特養入居申請の受付を再開（R2.６/８）

　　　　ただし、３密を避けるため、時間・曜日の限定及びビデオ通話形式のご案内と

　　　　し、施設内の見学は実施しない。

　・月～金１０時より、水のみ１４時を追加（土日の設定なし）

　・来園頂き、相談室に端末設置の上、事務室内とのビデオ通話形式

　　（実施方法・内容の変更）

① R2.9/3～　

　・ビデオ通話　→　敷地内プレハブ棟（天吊り透明シールドカーテン設置）

　・受付日時枠の拡大（限定的ながら土日（10時及び14時）を追加

② R2.11/10～

　・敷地内プレハブ棟　→　１F相談室（アクリルパーテーション設置）

③ R3.1/14～

　・１F相談室　→　敷地内プレバブ棟（1/7の緊急事態宣言発令に伴い）

④ R3.2/4～

　・敷地内プレハブ棟　→　ガラス窓越し対応（特養面会時の設備環境使用）

　　　＊別途作成の「面会の実施状況」にて詳細を説明させて頂きます。

　　　＊３密（密閉・密集・密接）を避けるため、施設内へ入ることは禁止し、風除室

　　　　内に窓口を設置し書類や物品の受渡し等の対応を開始する。

　　（実施方法・内容の変更）

　　　＊Ｒ3.1/7「緊急事態宣言」が発令されたことに伴い、利用者様・職員と来訪者

　　　　様との接触を極力避けるため、1/8より『入館禁止』の対応を開始する。

〔　再開当初（Ｒ2.6月　〕 〔　現　在　 〕

入居申請

面 会

来訪者
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新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応

　　　　来訪者様の対応のため、玄関横に「タープ（テント）」を設置し、モニター付

　　　　インターホン、受渡口等を利用し対応している。

　況等を踏まえ感染症委員会で協議している。また、ボランティア様からも再開

　の問合せを頂くこともあるが、利用者様と接触を避けることが難しい為、継続

　としている。ただし、縫物ボランティア様は利用者様及び職員と接触がなくと

　も活動が可能な為、Ｒ2.11/10～再開している。

　（縫物ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ様は、駐車場内にあるプレハブ小屋で活動して頂いている）

＊Ｒ2.2/25～、「受入中止」の対応を開始する。 再開時期については、感染状ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ様

－ 法人運営 15 －



・特養

・ｼｮ-ﾄ

・デイ

・居宅

　　　　設備（室内機･吸排気配管･屋外フ－ド･室内ｽｲｯﾁ）を取付ける方式に整備を図っている。

整

備

前

整

補助金収入総額 4,116,000

　２）埼玉県介護-ﾋﾞｽ感染症対応・再開支援事業補助金

   　　（感染症対策を徹底した上での介護サ－ビス提供支援事業）

※Ｒ3.1/28：申請　→　Ｒ3.2/18：交付決定　

後

　　　※老朽化した現行設備を取外し → 建物に開いている配管口（吸気・排気）をそのまま活用して後継

　自己資金 93,610

　　　　して経年劣化が著しい”特養・ｼｮ-ﾄｽﾃｲの全居室備わっている全熱交換換気設備”（対象計36機）

　　　　について、県補助金の交付を受けて入替整備事業を実施している。

備

　　　　※Ｒ2.7/14：申請　→　Ｒ2.10/6：交付決定　→　Ｒ2.10/23～11/30：事業実施

　　　・新型コロナウイルス感染予防対策として”換気”の重要性が高まっている中、開設20年超を経過

         ・支援対象経費：感染症対策に要する物品･設備全般、感染防止のために発生する追加的人件費

         ・支援対象期間（精算払）：Ｒ2.4/1～Ｒ3.1/31の期間内に購入･支出済のもの

・日常保健衛生･消耗品（マスク、アルコ－ル、プラスチックグロ－ブ、ポ
リエチレン手袋、フェイスシ－ルド、ペーパ－タオル、ｱﾙｺ-ﾙボトル、全熱
交換換気設備3機）、職員紹介手数料、エアコン入替整備3機、防護服等0,264,000

0,892,000 ・全熱交換換気設備入替整備7機、飛沫防止パ－テ－ション　等

0,148,000

2,812,000

・在宅ﾜｰｸＰＣ，Web研修用iPad、非接触型体温計　等

補助金事業

9．補助金事業

　１）埼玉県地域密着型ｻ-ﾋﾞｽ当整備助成事業費等補助金

    （介護施設等における新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止対策支援事業＞換気設備設置に係る経費支援事業）

          ・新型コロナウイルス感染症の影響下で、最大限の感染症対策を徹底的に行いつつ、介護サ－ビスを

総事業費

補助金収入

2,205,610

2,112,000

          　提供することを目的とした”新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業（介護分）”の補助金。
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ｐ1

ｐ2～9

ｐ10～16

ｐ17

ｐ17

ｐ18～24

ｐ25～27

ｐ28

ｐ28～29

ｐ30 　10　施設設備等保守・管理実績

ｐ31  11　車輌　車検・点検整備等 実績

　 １　 事務員の業務

　 ４　 ボランティア活動実績

　 ６　 管理栄養士の業務（給食運営全般）

　 ５　 川越市介護支援いきいきポイント事業活動実績

　 ３　 面会の実施状況

　 ２　 Webサイト運営状況

　 ７　 建物･設備･備品等の維持管理（修繕･改修･更新）実績

　 ８　 安全衛生管理実績

　 ９　 消防訓練実績

総務課・施設運営全般
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○

◎

◎

◎

◎

※

○

◎

◎

◎

◎

◎

※

◎

◎

△

×

〇

◎

　　※　面会の実施状況参照

　　・日常的に発生する修繕対応とは別に、高額な費用を要すると思われる「建物設備・備品」の更新を限

　　　られた資金の中で長期計画的に実現していくため、前段階で必要となるその具体的方法論や費用概算

　　　見積り、助成金活用の可能性など、必要となる情報収集活動（業者聞き取り、現地調査立会い等）に

　　　引き続き注力している。

　４）来園者対応に関するル－ル化の検討

　２）職員研修プログラムの構築

　　・特養は軌道に乗ったものの、デイは手付かず。　

　　・大きな進展はなし。

　３）長期施設維持整備の検討

　１）介護記録の電子化へ向けた導入支援・環境構築

③ 潜在化している問題・④新たにつくる問題　への対応

　3）営繕（建物･設備･車輌･備品の保守・修繕） ・迅速な対応、過去ﾃﾞｰﾀの蓄積と有効活用、経費削減

　4）苦情･トラブル対応

② 日々発生する問題への対応　～未処理･未達･逸脱･不具合の解決～

　1）上記定型未達･逸脱問題への対処

　2）各事業への援助協力 　面会の実施状況参照

13）ボランティア対応（連絡調整･接遇･相談等）

14）庶務（電話･来客対応･郵便物処理･各種文書
◎

　　　　　　　　　作成管理･･各種予定の周知 等）

10）非常災害時対策（消防訓練対応 等）

11）評議員会・理事会・監査対応  ・法改正対応・資料作成・日常的な書類整備

12）特養入居受付対応  ・相談申請窓口として説明･面談･受付。情報共有管理。

　7）環境整備  ・ゴミ処理対応・日常環境整備の徹底

　8）システム・情報管理

　9）ホームページ維持管理 　Webサイト運営状況参照

　4）給与･勤怠管理事務

　5）物品管理（発注･購入･補充）  ・業務効率化（一括購入･発注時期、在庫管理）

　6）職員被服貸与･管理  ・迅速な被服貸与、退職者古着分を含む在庫品管理

① 定型（業務）問題への対応　～日常･定期的・確実な処理～

　1）出納事務（小口現金･金銭受払全般 等）  ・支出基準の明文化、日常業務の徹底

　2）会計事務（伝票起票～財務諸表作成管理 等）  ・支出手続きに係る規程整備、規程に則った日常業務の徹底

　3）介護請求・利用料事務

15）職員研修（ﾊｰﾄﾞｳｴｱ・ｿﾌﾄｳｴｱの運用操作）

事務員の業務

１．事務員の業務 （常勤3名）

□事務員の職務のうち、職務分掌表に掲げる共通事項（抜粋）等について

業務達成度の自己評価

　　　　◎　充分実施･対応出来た　青字：プラス評価要素

　　　　○　実施･対応出来たが、改善または充実の余地が残されているもの　　赤字：要 改善･充実要素

　　　　△　実施･対応出来たが、目標未達成・内容不充分なもの　　赤字：要 改善･充実要素

　　　　×　実施･対応出来なかった

現
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２．Ｗｅｂサイト運営状況 

Ｗｅｂサイト開設日   平成２２年 ３月 ２日（火） 

Ｗｅｂサイトリニューアル 平成２８年 ２月 ９日（火） 

ＷｅｂサイトＵＲＬ  https://seihoukai.jpn.org 

※詳細は後述の「（３）Ｗｅｂサイトの機能停止処置について」で触れますが、令和 ３年 ２月２５日に

当Ｗｅｂサイトを技術的な問題による機能停止処置を行い、トップページ以外の閲覧ができない状態とな

っています。そのため、使用しているデータはすべて令和 ２年 ４月 １日から令和 ３年 ２月２５

日を対象として集計しております。  

（１）更新状況 

令和 ２年度の更新回数 ２３回 

 ※更新回数は、Ｗｅｂサイト内の「新着情報」に掲載されている令和２年度中の記事数となります。 

 ※デザインの修正や変更など、軽微な更新作業は含まれていません。 

内訳 

№ 更新日 更新タイトル 

１ ４月 １日 「情報開示」ページを更新いたしました 

２ ４月 ２日 特別養護老人ホームぽぷらの樹への入居申請について 

３ ４月１６日 「苦情対応」ページを更新いたしました 

４ ４月１７日 電気設備年次点検実施のお知らせ 

５ ４月１８日 入居者様とのビデオ面会の開始について 

６ ６月 ５日 「情報開示」ページを更新いたしました 

７ ６月 ５日 緊急事態宣言【解除】に伴う当法人の対応について 

８ ６月 ５日 入居者様とのビデオ面会の拡充について 

９ ６月 ５日 特別養護老人ホームへの入居申請について【受付再開】 

１０ ６月 ８日 「新型コロナウイルス感染拡大防止に関する対応について」を更新いたしました 

１１ ７月 ２日 今年もぽぷらの樹で燕の子育てがはじまりました 

１２ ９月 ３日 「新型コロナウイルス感染拡大防止に関する対応について」を更新いたしました 

１３ ９月１５日 入居者様とのご面会の拡充について 
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１４ ９月１５日 「施設でビデオ面会」終了のお知らせ 

１５ ９月１５日 「新型コロナウイルス感染拡大防止に関する対応について」を更新いたしました 

１６ １０月１２日 「情報開示」ページを更新いたしました 

１７ １１月 ４日 【再】電気設備年次点検実施のお知らせ 

１８ １１月１６日 入居者様とのご面会の拡充について（2） 

１９ １１月１６日 「ガラス窓越し面会」終了のお知らせ 

２０ １１月１６日 Web サイト内の複数ページを更新いたしました 

２１ １２月１６日 【特別養護老人ホーム】パーテーション面会一時停止のご案内 

２２  １月１８日 施設内への入館禁止措置について 

２３  １月１８日 Web サイト内の複数ページを更新いたしました 

 

（２）アクセス解析 

令和２年度中のＰＶ（ページビュー） ２３, ６１７ ＰＶ 

 ※ＰＶはページが開かれた回数で、同一の訪問者が同じページを２回開いた場合重複して数えます。 

① 月別アクセス数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 閲覧数の多い上位１０ページ 

 ※順位とアクセス数は令和 ２年度中の通算 

 ※トップページ （URL: https://seihoukai.jpn.org） は除外 
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№ ページタイトル（パス） アクセス数比率 

１ ビデオ面会 

（/recruit） 
10.70% 

２ ガラス窓越し面会 

（/business/wh_popura/wh_gwmeeting） 
5.46% 

３ 特別養護老人ホームぽぷらの樹 

（/business/wh_popura） 
5.15% 

４ 求人情報 

（/recruit） 
4.59% 

５ 館内・敷地内案内 

（/facility/guide） 
2.52% 

６ 入居者様とのビデオ面会の開始について 

（/news/7042） 
1.88% 

７ アクセス情報 

（/facility/access_information） 
1.80% 

８ 施設案内 

（/facility） 
1.77% 

９ 代表者挨拶 

（/legal/greeting） 
1.72% 

９ 新型コロナウイルス感染拡大防止に関する対応について 

（/covid-19） 
1.72% 

 

③ 当Ｗｅｂサイトへの流入が多い上位５Ｗｅｂサイト 

 ※順位とアクセス数は令和 ２年度中の通算 

№ Ｗｅｂサイトタイトル（URL） アクセス数比率 

１ Google 

（https://www.google.com/） 
13.84% 

２ Yahoo!Japan 

（https://www.yahoo.co.jp/） 
12.11% 

３ Google 

（https://www.google.co.jp/） 
5.08% 

４ Bing 

（https://www.bing.com） 
3.82% 

５ d メニュー 

（https://smt.docomo.ne.jp） 

※d メニュー: ドコモのスマートフォン向けサービス 

0.44% 

 

④ 検索サイトからの流入時に使用される上位１０検索ワード 

 ※順位は令和 ２年度中の通算 

 ※「ぽぷらの樹 川越」「川越 ぽぷらの樹」のような、用いられる単語が同一のものは除外 
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№ 検索ワード 

１ ぽぷらの樹 ６ ショートステイぽぷらの樹 

２ ビデオ 面会 案内 ７ デイケア施設の苦情箱箱設置場所 

３ ぽぷらの樹 介護 川越市 ８ デイサービス 体験利用 川越 

４ 面会 ラインとスカイプ ９ 特養 面会 

５ ぽぷらの木 特養 １０ 特養 面会 無料通話 

⑤ ＯＳ（オペレーティングシステム）種類別上位５ 

 ※順位とアクセス数は令和 ２年度中の通算 

№ ＯＳ種類 アクセス数比率 

１ Ｗｉｎｄｏｗｓ（ＰＣ、タブレットなど） 54.07% 

２ Ａｐｐｌｅ ｉＯＳ（スマートフォン、タブレットなど） 25.72% 

３ Ａｎｄｒｏｉｄ（スマートフォン、タブレットなど） 17.46% 

４ Ａｐｐｌｅ（ｉＭａｃ、ＭａｃＢｏｏｋなど） 2.17% 

５ Ｌｉｎｕｘ（ＰＣなど） 0.44% 

 

⑥ Ｗｅｂブラウザー種類別上位５ 

 ※順位とアクセス数は令和 ２年度中の通算 

№ ＯＳ種類 アクセス数比率 

１ Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒ 13.60% 

２ Ｓａｆａｒｉ 12.83% 

３ Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｄｇｅ 7.73% 

４ Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｈｒｏｍｅ 6.47% 

５ Ｍｏｂｉｌｅ Ｓａｆａｒｉ 6.18% 
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（３）Ｗｅｂサイトの機能停止措置について 

①⓵     

①   ① Ｗｏｒｄｐｒｅｓｓについて 

当法人が公開しているＷｅｂサイトは、ＷｏｒｄｐｒｅｓｓというオープンソースのＣＭＳ（コン

テンツマネジメントシステム）を用いております。ＣＭＳとは、手間のかかるＷｅｂサイトの構築を

より簡単に行い、ブログを代表としたＷｅｂサイトを公開するために必要な機能を備えた、Ｗｅｂ上

で使用するソフトウェアのことを言います。Ｗｏｒｄｐｒｅｓｓは世界でも多く採用されているＣＭ

Ｓですが、世界に存在するＷｅｂサイトの約４１．５％※はＷｏｒｄｐｒｅｓｓが使用されており、こ

れはＣＭＳ市場の６４．９％※を占めています。当法人のＷｅｂサイト平成２８年のＷｅｂサイトリニ

ューアルの際、比較的質の高いＷｅｂサイトの公開の実現と管理の効率性の高さからこのＷｏｒｄｐ

ｒｅｓｓを採用し、運営しております。 

 ② Ｗｏｒｄｐｒｅｓｓの仕組みについて 

Ｗｏｒｄｐｒｅｓｓに限らず、多くのＣＭＳは次のような構成を持っています。厳密にはもっと違

う表現を用いるべきでありますが、前提を簡易的にするためにこのような表現をさせて頂きますこと

を予めご了承ください。 

1. ＣＭＳ本体 

Ｗｏｒｄｐｒｅｓｓの心臓部で、Ｗｏｒｄｐｒｅｓｓを動かしている部分を言います。 

2. テーマ 

Ｗｏｒｄｐｒｅｓｓで構築したＷｅｂサイトを閲覧者が見る時に表示される範囲に使用される

フレームのようなものを言います。 

3. コンテンツ 

※出典（２０２１年 ５月２１日現在） 

W3Techs、Usage statistics of content management systems 

URL: https://w3techs.com/technologies/overview/content_management 
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Ｗｅｂサイトとして発信・公開する内容のことを言います。主に文章や画像といった閲覧者向

けの情報などになります。 

4. プラグイン 

Ｗｏｒｄｐｒｅｓｓで構築したＷｅｂサイトの利便性や機能性を高めるために追加する機能拡

張のことを言います。当法人Ｗｅｂサイトでもアクセス解析などで利用しております。 

このうち、「4．プラグイン」につきましては、極端な言い方ではあるものの「無くても機能するも

の」になりますが、それ以外はすべて欠くことのできないものとなっており、特に「2．テーマ」、

「3．コンテンツ」につきましては閲覧者が閲覧する範囲となることもあってＷｅｂサイトの価値その

ものに直結する部分とも言えるため、Ｗｅｂサイト運営を行う上でもっとも苦慮する部分です。 

Ｗｏｒｄｐｒｅｓｓを運用するには、実際にＷｏｒｄｐｒｅｓｓに触れなければなりません。上述

した通りＷｏｒｄｐｒｅｓｓはＷｅｂ上で使用するソフトウェアになりますので、何かしらの操作を

する際には常に「Ｗｅｂブラウザー」を使用することが求められます。当法人を含むＷｅｂサイト運

営者は、このＷｅｂブラウザー越しにＷｏｒｄｐｒｅｓｓの管理や公開する情報の編集など閲覧者が

通常閲覧することができない領域である「管理画面（画像１）」でＷｅｂサイトを構築し、閲覧者はそ

の成果物を「Ｗｅｂサイト」として「サイト画面（画像２）」を閲覧する、という仕組みになっていま

す。 

                 

⓷ Ｗｏｒｄｐｒｅｓｓのバージョン更新について 

Ｗｏｒｄｐｒｅｓｓに限らず、多くのＣＭＳは機能追加や修正などを「バージョン更新機能」で対

応しています。このバージョン更新は自動にも手動にすることも可能な場合は多いですが、いずれの

場合であっても、バージョン更新作業そのものを実施しないことは通常推奨されないことであり、Ｃ

ＭＳを利用する限りはこのバージョン更新作業に対応しなければなりません。なぜならば、ＣＭＳの

バージョン更新の内容にはセキュリティの修正を含む場合もあり、それに対応しなければ何らかの被

害や任意のユーザーに対する損害に繋がりかねないからです。何らかのシステムやソフトウェアを利

用・運用するに際して、オープンソースという選択肢は費用をかけずに済むことは大きなメリットで

あると言えますが、一方そのソフトウェアのソースコードは悪意を持ったユーザーが見ることも当然

可能であり、仮に脆弱性が放置されるようなことがあった場合、悪意を持ったユーザーによる大きな

被害に繋がる可能性は決して少なくありません。このことから、ＣＭＳのバージョン更新作業は必須

                       

画像１ Wordpress 管理機能 

             

画像２ Wordpress サイト 
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のものであると考えるべきであり、それはすべてのＣＭＳの運営者の義務であると考えます。 

⓸ Wｏｒｄｐｒｅｓｓの機能停止措置について 

当法人ＷｅｂサイトのＷｏｒｄｐｒｅｓｓのバージョンは５．５．５という値ですが、これは令和 

３年 ５月２６日現在のＷｏｒｄｐｒｅｓｓの最新バージョンである５．７．２と比較すると大きく

異なることがわかります。上述の「③ Ｗｏｒｄｐｒｅｓｓのバージョン更新について」に則ると、本

来であればすぐにでも更新作業を行わなければならないはずなのですが、すぐさまバージョン更新を

行うことができない理由がありました。 

事の発端は令和 ２年１２月にリリースされたＷｏｒｄｐｒｅｓｓのバージョン５．６において、

当法人のＷｅｂサイトでも使用しているＪａｖａｓｃｒｉｐｔライブラリ「ｊＱｕｅｒｙ」のバージ

ョン１系統（１から始まるバージョン）のサポートを停止すると発表したことに起因するのですが、

このバージョン１系統のｊＱｕｅｒｙは当法人の使用するカスタマイズが施されたテーマの細部に至

るまで使用されているライブラリであり、このライブラリを停止することでＷｅｂサイトが正常に動

作しないことが確認されました。これは言い換えると、Ｗｏｒｄｐｒｅｓｓを５．６以上にしなけれ

ば回避できる問題でもあるのですが、このバージョン更新自体を回避することはセキュリティ上の問

題から目を背けるのと同義であることは前述の通りです。新しいテーマを用意すれば運用自体は可能

ではありますが、コンテンツの作成などはすべてテーマを意識した内容となっていることもあって、

すぐさまＷｅｂサイトを安定的に運営する選択肢が用意できませんでした。 

一方、一昨年度から続く「新型コロナウイルス感染拡大防止」の状況下におきまして、特別養護老

人ホームの入居者様を主な対象として「ビデオ面会」や「ガラス窓越し面会」を行ってきましたが、

効率的に面会予約管理をするためにＷｅｂサイトへの「面会カレンダー」の設置、また入居申請受付

業務の支援システムへの予約管理機能の追加、かつこれらを自動的に連動するなどの効率化など、す

べての機能を停止させることは入居者様へのご迷惑にしかならない観点から 

• 通常運用で使用していたすべて必要最低限を除くプラグインの停止 

• トップページのみの設置 

• 「ガラス窓越し面会」「ビデオ面会」面会予約カレンダーの設置 

• セキュリティへの影響を抑えること 

   これらの条件を満たしながら、令和 ２年 ２月２５日から現在に至るまで運営を継続しております。 

 

。                                               
入居申請受付業務の支援システム ガラス窓越し面会予約カレンダー
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しかしながら、このような状態で運営を継続することがもたらす影響が小さいとも考えてもおりま

せん。 

新型コロナウイルス感染拡大防止措置により、当施設をはじめとした多くの介護施設が閉鎖的な空

間になってしまっていることに疑いの余地はないと考えますが、当施設への入居申請を検討している

方や当施設のご利用を検討されている在宅の方、当施設への就職を検討されている方からすれば、当

法人や当施設を「知る機会」を少なからず奪ってしまっていることには相違なく、これは同時に当法

人にとっても少なくない影響を及ぼしていることでもあると考えます。 

また、スマートフォンの普及により多くの方がＷｅｂの利用が増加している昨今において、ＳＮＳ

と並んでＷｅｂサイトの重要性も増していると考えます。企業・法人でＷｅｂサイトを持たないこと

は、それだけビジネスの機会を逃している、との考えが以前に比べてより一般的となっていることで

しょう。 

このような状況で、Ｗｅｂサイトを約半年も現在のような姿で運営し続けることの影響はない、と

言えるはずがありません。当然、この状況を改善するための対応策を準備している最中でございます

が、まだその内容を明示することができず、以前同様の通常運用に戻るには、もう少し時間が必要で

す。そう多くない人員でＷｅｂサイトをはじめとした少なくない法人内の問題を解決しなければなら

ない状況には違いありませんが、できる限り早急の復旧を目指します。 
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３．面会の実施状況 

（１）新型コロナウイルス感染拡大防止による面会制限の概要 

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点により、主に特別養護老人ホーム入居者様を対象として、令和 

２年 ２月２７日より全面的な面会禁止措置を取っておりましたが、そのような状況下であっても面会

を実施できる環境を整備し、これまで実施してまいりました内容についてご報告いたします。 

入居者様とご家族様との面会実施に際しまして、後述いたします面会の方法と併せまして、以下の要

領にて実施を継続しております。 

・施設が用意できる実施環境に数の制限があり、かつ面会時には職員が入居者様の誘導に対応するなど人

員的なコストがかかるため、原則として前日までの事前予約制とする。なお、予約の方法については以

下の方法を用いる。 

〇 電子メール（当初から採用。運用に用いるメールアドレスは面会専用として新規に用意） 

〇 電話（令和 ２年 ６月 ８日から採用） 

〇 窓口（令和 ２年 ６月 ８日から採用） 

・面会の頻度は特定の入居者様に偏ることがないように入居者様お一人あたり２週間に１回とする。ま

た、お一人の入居者様の面会の予約が複数とならないよう（特定の方の予約で先々の日程が埋められな

いように）常に面会予約可能は最大１日とする。 

• 入居者様の入浴に支障をきたすことがないよう、各階の入居者様が面会可能な曜日を指定する。 

◦  ２階入居者様： 月曜日・木曜日 

◦  ３階入居者様： 火曜日・金曜日 

• 面会の時間は以下の時間帯とする。 

なお、令和 ２年１０月 １日から開始された「ガラス窓越し面会」について、準備により多くの時

間を費やすことから、各日の面会可能な時間帯を変更 

◦  令和 ２年 ９月３０日 以前 

▪  １４：００ ～ １４：１０ 

▪  １４：１５ ～ １４：２５ 

▪  １４：３０ ～ １４：４０ 

▪  １４：４５ ～ １４：５５ 

◦  令和 ２年１０月 １日 以降 

▪  １４：００ ～ １４：１０ 

▪  １４：２０ ～ １４：３０ 

▪  １４：４０ ～ １４：５０ 
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（２）面会実施の方法 

これまでに実施いたしました面会方法は以下の通りとなります。 

① ビデオ面会 

◦  実施期間： 令和 ２年 ４月２３日 以降 

◦  実施概要： 

施設の所有する電子端末（タブレット、パソコン）と入居者様ご家族様が所有される電子端末

（タブレット、パソコン、スマートフォンなど）を、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ社のビデオ通話アプ

リ「Ｓｋｙｐｅ」を用いたビデオ通話で面会を実施する方法になります。 

当初、チャットアプリとして最も普及している「ＬＩＮＥ」を用いた方法も検討されました

が、当法人のネットワーク上に設置されているファイアーウォールのセキュリティ上の問題に

より採用することができず、現在のセキュリティ構成を変更することなく利用できる「Ｓｋｙ

ｐｅ」を採用することになりました。 

ご利用を希望されるご家族様がお持ちの電子端末を利用頂くことを前提としていること、前述

の「ＬＩＮＥ」ではなく「Ｓｋｙｐｅ」を用いる、また入居者様の画面越しのご家族様の認識

が困難であるなどの理由により、広く普及するまでに至っておりません。 

◦  実施の様子など 

② 施設でビデオ面会 

◦  実施期間： 令和 ２年 ６月 ８日 以降 令和 ２年 ９月３０日 まで 

◦  実施概要： 

▪  前述の面会方法「ビデオ面会」が

ご家族様所有の電子端末の利用を

前提としていることから、電子端

末を所有されていない方でも面会

の実施が可能となるように、面会

を希望されるご家族様に施設まで

ご来園頂いた上で、施設が所有す

る電子端末のみを用いて面会を実施する方法となります。 

ご家族様は1階相談室内に設置した電子端末をご利用頂き、入居者様は各階の面会実施

場所まで職員がお連れし、施設内でビデオ面会と同様のスタイルで実施いたしました。 
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◦  備考 

▪  来園されるご家族様にはうがい、手洗い、体調確認（口頭）、検温を受けて頂き、仮に３

７℃以上の発熱があった場合には施設へお入り頂くことをお断りしております。 

※後日、うがいは感染症対策効果として科学的な根拠がないことから、実施内容から外

れております。 

③ ガラス窓越し面会（１） 

◦  実施期間： 令和 ２年１０月 １日 以降 令和 ２年１１月３０日 まで 

◦  実施概要： 

▪  電子機器を用いたビデオ面会では

入居者様が画面越しにいらっしゃ

るご家族様を認識することが困難

であることから、１階相談室の窓

ガラスを挟み屋内側に入居者様、

屋外側にご家族様の場所をご用意

し（右図参照）、新たに調達した

「ワイヤレススピーカー」とビジネスフォンの子機を用いて相互に通話が可能となる方

法です。 

入居者様が１階への移動をする必要があることから、面会時間帯の枠を変更する契機と

なった方法になりますが、入居者様がご家族様の認識の程度も向上し、面会の頻度も明

かに増加しました。 

一方、ご家族様が屋外側であることから寒風の中実施することの困難もあり、課題を残

しながら終了となりましたが、後述にてその課題をある程度解決し再度の実施に至るこ

とになります。 

◦  実施の様子など 
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◦    備考                                                       

来園されるご家族様には手洗い、体調確認（口頭）、検温を受けて頂き、仮に３７℃以上の発熱があ

った場合は面会そのものをキャンセルさせて頂くことをご了承の上で実施しております。     

0000000000000                                   

④ パーテーション越し面会 

◦  実施期間： 令和 ２年１２月 １日 以降 令和 ２年１２月１４日 まで 

◦  実施概要： 

▪  ガラス窓越し面会（１）が真冬の時期

での実施が困難になること、またより

近い距離で入居者様にご家族様と対面

して頂けることを目的に開始した方法

となります。高さ約１８０ｃｍのパー

テーションを新たに調達した上で、パ

ーテーションを挟み１階相談室の出入

口側に入居者様、窓ガラス側にご家族

様の場所をご用意し（下図参照）、換気

設備の常時運転や一定の距離を取って頂く、直接の接触は禁止するなど感染症対策を行

った上で実施いたしました。 

面会の方法としては最も近い距離となるため相互の意思の疎通も図りやすく入居者様の

ご家族様の認識の度合いも高いのですが、国内の新型コロナウイルス感染拡大の状況が

悪化の一途を辿っている情勢を考慮し、短期間で終了せざるを得ませんでした。 

◦  実施の様子など  
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⑤ ガラス窓越し面会（２） 

◦  実施期間： 令和 ２年１２月１５日 以降 

◦  実施概要： 

・国内の新型コロナウイルス感染拡大の状況が悪化の一途を辿っていることから、面会をよ

り安全に実施する観点からパーテーション面会が終了することとなり、ガラス窓越し面会

（１）の課題を改善しつつも、より快適に面会が実現できることを目標に開始した方法と

なります。 

入居者様とご家族様のお席の位置はガラス窓越し面会（１）とほぼ同様ですが、開始する

にあたり、以下の課題解決が求められました。 

1. 開始時期が１２月であることから、ご家族様の防寒をどう対策するか。 

2. 音量や用途が異なることから、ガラス窓越し面会（１）で用いていた機器ではご

家族様のお声が入居者様には届きにくく、会話がより成立するためにどう対策す

るか。 

        そこで、それぞれの課題に対し次のようなアプローチを図り、課題解決に至っております。 

1. ご家族様側のテーブルやイスを覆うようにタープテントを、タープテント内には

ファンヒーターを設置。できる限り防寒効果をあげるために、タープテントの内

側にアルミシートを張るなど工夫も施す。 

また、タープテント内は真昼であっても日影で暗くなってしまうため、テーブル

の左右に移動が容易な蛍光灯を設置。 

 

   

2.ガラス窓越し面会（１）

開始に伴い調達した「ワイ

ヤレススピーカー」もも 

2. .ガラス窓越し面会（１）開始に伴い調達した「ワイヤレススピーカー」をも１台

追加で調達し、双方の音声が非常に大きな音量で届けられる環境を構築。また、

ビジネスフォンのマイクでは集音性能が高くなかったが、新たに調達したワイヤ

レススピーカーは集音性能が高く、ご家族様がお二人でご来園された場合であっ

てもマイクの渡し合いが必要なく周囲の音を拾えるため、マイクの消毒を簡易的

に行うなど感染症対策の軽減にも繋がった。 
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◦  実施の様子など 

 

（３）面会実績 

   ① 入居申請受付業務の支援システムへの面会予約管理機能の追加について 

 

面会を完全な予約制で行うに際して、面会予約受付作業などで人為的なミスをできる限り           

低減させ管理を容易にするために、従来から運用して

おりました入居申請受付業務の支援システムへの面会

予約管理機能追加の作業を行っております。 

入居申請受付業務の支援システム自体がカレンダー

上に申請の経過データを形成、共有を目的としている

システムであったため、同様にカレンダー形式で取り

扱うことが容易な面会情報に対応させただけの内容となります。 

 

また、この機能追加に併せて、当法人Ｗｅｂサイト

へ「どの日付のどの時間帯に面会情報が存在している

か」だけのデータを面会情報更新後に自動出力させる

機能も併せて実装させておりますので、リアルタイム

で予約受付状況が確認できるようになっております。

上記のように、吐き出しているデータは非常に限定的

な内容となっているため、個人情報保護やセキュリティの観点からも安全な仕組みとなっています。 
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② 面会実施回数実績 

  面会の実績データ集計に際しては以下の条件にて行っています。 

 集計期間： 令和 ２年 ４月 １日 から 令和 ３年 ３月３１日 

 集計対象： 特別養護老人ホーム、ショートステイを上記期間に利用された方 

 集計結果： 特別養護老人ホーム 

  ビデオ面会実施回数：       ７９回 

  ガラス窓越し面会・パーテーション越し面会実施回数： ２５１回 

  小計        ３３０回 

 ショートステイ 

  ビデオ面会実施回数：        ０回 

  ガラス窓越し面会・パーテーション越し面会実施回数：   ５回 

  小計          ５回 

  

 合計         ３３５回 

③ 面会状況実績 

入居者様毎にデータを表示することは避け、集計結果から「どの回数が何名いるか」を可視化  

します。 

1. ２４回  １名                

2. ２１回  ３名 

3. １８回  １名 

4. １６回  ２名 

5. １４回  １名 

6. １２回  ２名 

7. １１回  ２名 

8. １０回  ３名 

9.  ９回  １名 

10.  ８回  １名 

11.  ７回  ２名 

12.  ６回  ４名 

13.  ５回  ２名 

14.  ４回  ３名 

15.  ３回  ３名 

16.  ２回  ４名 

17.  １回  ９名 



活動内容 （実人員） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
計

（延人数）

縫　物 (2) 0 0 0 0 0 0 0 4 7 4 6 8 29

計 (2) 0 0 0 0 0 0 0 4 7 4 6 8 29

　　　動時の職員との連絡は基本的にインタ－ホン越しで行うなど極力対面を避けている。

　　　ティア様自身が令和2年度登録更新を行わないとの意向にて、令和2年度の事業活動実績はなし。

5．川越市介護支援いきいきポイント事業活動実績

　・令和２年５月２5日緊急事態宣言の解除を受けて、事業自体は再開との通知が川越市社協よりあり、その後

　　数回にわたって活動受入調査を受けている。

　※　前出の縫物ボランティア様は従来、川越市介護支援いきいきポイント事業活動対象者であったが、ボラン

ボランティア活動実績

4．ボランティア活動実績

　・令和２年11月１０日より、屋外第2ボランティア室で活動する”縫物個人ボランティア様（実人員2名）”

　・令和２年２月２5日より、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、全てのボランティア様の受入れ

　　（川越市介護支援いきいきポイント事業活動を含む）を全面停止とした。

　　に限り、活動場所が屋外・利用者様との接点もないことから受入れを再開。

　　※受入れ再開に際し、第2ボランティア室の老朽化した空調設備を入替えて環境整備を実施したほか、活

－総務・施設17－



管理栄養士の業務

（給食運営全般）

　6．管理栄養士の業務（常勤１名）

　　　施設側と委託業者側における”委託業務区分表”に定めるとおり、厨房内業務（献立作成～調理作業～

　　業務管理～衛生管理）を業者委託し、その委託業務内容の確認･点検に関する事（食事提供に関わる総括）

　　及び栄養管理業務を施設側：管理栄養士の職務として、給食運営を行った。

　　(１)　栄養管理（施設側）について

　　　　1）　一人一人に応じた食事の提供

　　　　　・利用者の身体状況や栄養状態、嚥下状態、嗜好などの個別性に対応した食事の提供に努めた。

　　　　2）　食事摂取量の把握

　　　　　・利用者一人一人の食事摂取量を記録し、栄養摂取量の把握に努めた。

　　　　3）　他職種との協働

　　　　　・必要に応じて随時担当職員と話し合いを持ち、多職種間で情報共有・ケアの検討を行った。

　　　　4）　検　食

　　　　　・検食表にある「利用者の声」欄に記入されている意見を重要視し、問題点については早急な

　　　　　　改善に努めた。

　　　　5）　残　菜

　　　　　・食べにくい食材（根菜等硬い食材）について、少しでも食べやすく提供できるように、提供

　　　　　　法や調理法を見直した。

　　　　6）　食事の工夫

　　　　　・季節を感じてもらえるよう、旬のものを使用する努力をした。特に行事の際に使用する

　　　　　　ことで、より強く季節感を味わってもらうように心掛けた。

　　(2)　給食管理（委託業者側）について

　　　　1）　食　材

　　　　　・調理加工品や冷凍野菜に依存することなく、また季節を感じてもらえるよう努力して頂いた。

　　　　　　主食の米には継続して但馬米を使用した。

　　　　2）　衛生管理

　　　　　・保健所の立入検査は実施されなかったが、清掃方法などを定め、衛生管理の向上に努めた。

　　　　３）　危機管理

　　　　　・災害・食中毒事故等、万一の事態は発生なく無事に1年を終えた。

　　　　４）　その他

　　　　　・年8回、全国の郷土食を提供した。

－ 総務・施設 18 －



・

11/ 29（日）　東　京・ちゃんこ煮風

 7/  3（金）　宮　崎・チキン南蛮 12/ 13（日）　山　形・山形のいも煮

 9/27（日）　長　崎・長崎ちゃんぽん  1/  9（土）　山　梨・ほうとううどん

10/31（土）　北海道・石狩鍋風  2/14（日）　北海道・石狩鍋風

　　　　　・今後、厨房内での連絡体制等を改善していく必要性を感じる。

管理栄養士の業務

（給食運営全般）

47都道府県（郷土料理）味めぐり

 5/16（土）　愛　媛・もぶり寿司

　(3)　食事形態について

　　　　1）　一般食　　2）　特別食

　　　　　・基本的には一般食ではあるが、相談員からの依頼により、プラス食（栄養補助食品など）、

　　　　　　代替食を実施している。

　　　　3）　行事食　　

　　　　　・行事食については、年間計画どおりに季節感のある食事の提供ができた。

　　　　　・献立に変化が乏しいという現状があるため、委託業者側と相談してメニューや盛り付け等の

　　　　　　改善を行っている。

デイサービスセンターの行事食

（4月季節の行事食） （8月季節の行事食） （9月季節の行事食）

（10月季節の行事食） （11月季節の行事食） （12月季節の行事食）

（１月季節の行事食） （2月季節の行事食） （3月季節の行事食）

－ 総務・施設 19 －



管理栄養士の業務

（給食運営全般）

特別養護老人ホーム・ショートステイの行事食

（4月季節の行事食） （母の日祝い膳） （6月季節の行事食）

（７月季節の行事食） （8月季節の行事食） （敬老会祝い膳）

（１０月季節の行事食） （11月季節の行事食） （クリスマス食）

（新年祝い膳） （2月季節の行事食） （3月季節の行事食）

－ 総務・施設 20 －



管理栄養士の業務

（給食運営全般）

　(4)　委員会・会議について

　　　　1）　給食委員会の開催

　　　　　・各部署と厨房間の連絡調整や問題改善のため、定期的に開催した（令和2年度実績：年12回）

　　　　2）　ｹｱｶﾝﾌｧﾚﾝｽの開催　　　3）特養ﾌﾛｱ会議・デイ会議への出席

　　　　　・ｹｱｶﾝﾌｧﾚﾝｽに出席し、話し合いを行った。会議については、出席に替えて、必要に応じて随時、

　　　　　　担当者･看護師･介護支援専門員との話し合いを持つことで対応した。

　　～令和2年度目標に対して～

　　　・日々利用者様と会話しご意見を伺いながら、利用者様に合わせた食事提供と栄養管理に努めました。

　　　・食事提供については、委託業者様には、新しいﾒﾆｭｰを加え、手作りを中心とし、温度管理にも配慮

　　　　した食事を提供して頂きました。

　　　・衛生管理面については、保健所の立入検査は実施されませんでしたが、清掃や保存食など不備のあ

　　　　る点は改善の指示をだし、より一層の衛生管理に努めました。

　　＊ 非常食の備蓄

　　　　・従来の備蓄品の一部は期限を迎えた為、再度検討を行い、現在の利用者の個別性に対応できるよ

　　　　　う配慮した。

　　＊ 保健所の立入検査

　　　　・実施されませんでした。

－ 総務・施設 21 －
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　　   マルチエアコン空調設備に関する修繕費が多額に上っている。

区　分 修繕･更新･改修の対象 経　費

2日 修　繕 (デイ) 公用車：ﾊｲｴ-ｽ5号車/No.4466 異音　→　プラグ4本交換 11,440

7日 修　繕 (デイ) 屋外：24時間風呂循環機奥側 電源入らず　→　ﾌﾞﾚ-ｶ-等部品交換 63,140

9日 修　繕 (厨房) 厨房：食器洗浄機 ドア開閉不良　→ドアロ－ラ－部品交換 49,500

22日 修　繕 (共用) 屋上：低圧電力盤･動力盤 切替スイッチ不良　→スイッチ10ヵ所交換 250,000

30日 修　繕 (特養) 居室ﾍﾞｯﾄﾘﾓｺﾝ ｴﾗ-表示･動作せず　→　在庫品のコ－ド交換 職員対応

1日 修　繕 (特養) 小食堂：職員ﾄｲﾚ 水栓ﾊﾝﾄﾞﾙ破損　→　水栓ﾊﾝﾄﾞﾙ部品交換 15,015

7日 修　繕 (厨房) 厨房：左奥水栓ｽﾜﾝﾊﾟｲﾌﾟ 水漏れ　→　ﾊﾟｯｷﾝﾘﾝｸﾞ部品交換 2,178

20日 修　繕 (厨房) 厨房：左奥ｼﾝｸ給水配管 左奥ｼﾝｸ給水配管　→　縦水栓･ﾌﾚｷ配管交換 23,650

25日 修　繕 (共用) 屋上：冷温水発生機1・2号機 真空状態低下　→　水青ガス抑制剤投入整備 68,640

25日 修　繕 (特養) 車椅子5台 ﾀｲﾔﾊﾟﾝｸ･ﾌﾞﾚ-ｷ不良　→パンク修理　※2台は修理不能 17,930

26日 修　繕 (特養) 特養２・3F用ﾏｽﾀ-KEY 金属疲労により破断　→　在庫を含む交換KEY作成 14,750

3日 修　繕 (厨房) 厨房：手前2槽流し台水栓4つ 台座部劣化･水漏れ　→　縦水栓4つ交換 96,800

3日 修　繕 (特養) 2F機械浴室：混合水栓2ヵ所 吐水量減少　→　混合水栓入替 72,600

6日 修　繕 (デイ) 公用車：EKﾜｺﾞﾝ/No.5338 ﾘｱﾃ-ﾙﾗﾝﾌﾟｶﾊﾞ-破損　→　ﾘｱﾃ-ﾙﾗﾝﾌﾟ交換 24,464

14日 修　繕 (特養) 2F機械浴室･脱衣室：照明5ヶ所 経年劣化・安定器不良　→　LED照明器具へ交換 121,000

14日 改　修 (厨房) 厨房：食品保管庫エアコン 経年劣化・機能不全　→　エアコンダクト改修 146,300

15日 修　繕 (共用) 洗濯室：汚物処理機 給水が止まらない　→　給水ダイヤフラム部品交換 25,190

20日 修　繕 (特養) 3F：Iトイレ 水栓ﾊﾝﾄﾞﾙ破損　→　水栓ﾊﾝﾄﾞﾙ部品交換 15,015

20日 修　繕 (デイ) 屋外：24時間風呂循環機手前側 異音　→　循環ポンプ交換 75,900

6日 更新取得 (特養) 3階食堂：製氷機 製氷不能　→　代替品取得・入替更新 159,500

9日 更新取得 (特養) 医務室：小型吸引機 吸引圧なし･動作不良　→　代替品取得・入替更新 69,200

11日 修　繕 (特養) 2F機械浴室：水栓下物置石板2枚 石板破断　→　石板交換設置･周辺タイル改修 253,000

13日 修　繕 (特養) 3F居室I：ベットリモコン ｴﾗ-表示･動作不能　→　ｶ-ﾙｺ-ﾄﾞ交換 54,340

20日 修　繕 (特養) リクライニング車椅子1台 ﾘｸﾗｲﾆﾝｸﾞﾚﾊﾞ-破損　→　ﾚﾊﾞ-部品交換整備 7,518

24日 修　繕 (デイ) ﾃﾞｲﾌﾛｱ天井埋込照明4機 経年劣化･点灯せず　→　天井埋込照明4機交換設置 124,740

25日 修　繕 (デイc) 公用車：ﾄｯﾎﾟ/No.165 車検時指摘　→　ﾌﾞﾚ-ｷﾎ-ｽ等部品交換整備 68,090

27日 修　繕 (特養) 特養２・3F用ﾏｽﾀ-KEY 金属疲労により破断　→　在庫KEYに交換 職員対応

30日 修　繕 (共用) 屋上：ｴｱｺﾝ室外機AC-2系統 ｲﾝﾊﾞ-ﾀ絶縁不良・ﾌﾞﾚ-ｶ-落　→　室外機部品交換多数 638,000

31日 修　繕 (特養) 車椅子 ﾀｲﾔﾊﾟﾝｸ　→　両輪タイヤ交換整備 6,640

31日 修　繕 (特養) 居室ﾍﾞｯﾄﾘﾓｺﾝ ｴﾗ-表示･動作不能　→　在庫品ｺ-ﾄﾞ交換 職員対応

6月

4月

7月

5月

日　付 物品･設備の場所･対象等

　　・また、計画的修繕（新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策の一環）として補助金を活用し”全熱交換換気設備･エアコン等”大規模

建物･設備･備品等の維持管理（修繕・改修・更新）実績

　7．建物･設備･備品等の維持管理（修繕・改修・更新）実績

　　・令和2年度の「修繕費」支出額は約710万円（対前年比+205万円）、過去2番目の多額出費。。

　　・開設20年超となり”経年劣化”による故障や不具合は「建物付属設備･器具備品」を問わず頻発しており、特にビル

　　  な設備改修･更新入替を段階的に実施し、感染症対策環境整備を行っている。
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区　分 修繕･更新･改修の対象 経　費

5日 修　繕 (デイ) RH棟：ｷｬｽﾀ-付長テ－ブル キャスタ－破損　→　在庫品キャスタ－4輪交換 職員対応

10日 修　繕 (厨房) 特養新棟用ﾃﾞﾘｶ-ﾄ 冷蔵不良エラ－　→　日常操作不備 職員対応

27日 更新取得 (特養) 3F：中庭　洗濯機 操作ﾊﾟﾈﾙ破損　→　洗濯機8㎏取得入替 78,166

2日 修　繕 (厨房) 奥左側エアコン室内機 ﾄﾞﾚﾝ異常　→　分解洗浄 165,000

4日 更新取得 (特養) 3F寮母室：PHS5013 動作不良　　→　代替機取得入替 59,400

7日 修　繕 (特養) 2FAトイレ：ﾅ-ｽｺ-ﾙ廊下灯 経年劣化･動作不能　→　ﾅ-ｽｺ-ﾙ廊下灯交換 16,500

13日 修　繕 (デイ) 公用車：ﾊｲｴｰｽ/No.4466 ｴｱｺﾝ機能不全　→　コンプレッサ交換整備 159,874

14日 修　繕 (厨房) 厨房内天吊リーラ－コンセント 漏電　→　天吊りリ－ラ－コンセント2個交換 55,000

15日 修　繕 (特養) 2F機械浴室：寝台浴槽 浴槽本体破損・ｼｬﾜ-ﾐｷｼﾝｸﾞ不良　→　ﾐｷｼﾝｸﾞ等部品交換 202,598

16日 修　繕 (特養) 公用車：ﾊｲｾﾞｯﾄ/No.144 KEYﾘﾓｺﾝｹ-ｽ破損　→　KEYﾘﾓｺﾝｹ-ｽ交換 3,047

16日 更新取得 (共用) RH棟：エアコン奥側 ｴｱｺﾝ機能不全　→　エアコン入替設置 140,690

23日 修　繕 (特養) 3F：車椅子1台 ﾀｲﾔﾊﾟﾝｸ　→　両輪タイヤ交換 11,260

29日 修　繕 (居宅) 公用車：EKﾜｺﾞﾝ/No.8099 タイヤひび割れ　→　タイヤ四輪交換 38,820

9日 修　繕 (共用) 1F相談室：天井埋込全熱交換機 経年劣化･電源入らず　→　全熱交換機入替更新 98,450

31日 更新取得 (共用) 第2ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ室：エアコン ｴｱｺﾝ機能不全　→　エアコン入替設置 102,850

1日 更新取得 (居宅) 公用車：EKﾜｺﾞﾝ/No.6906 左ｻｲﾄﾞﾐﾗ-開閉不能　→　モータ－交換 保証範囲内

5日 修　繕 (共用) 屋上：冷温水発生機Ｎｏ.1 黒煙･ｼﾞｮｳﾊﾂｷｲｼﾞｮｳｴﾗ-　→　溶液調整保守 48,400

19日 修　繕 (デイ) 公用車：ﾊｲｴｰｽ/No.4466 ｳｲﾝｶ-等動作不良　→　電球交換 無償

20日 修　繕 (デイ) 公用車：ﾊｲｴｰｽ/No.2960 ﾎﾞﾃﾞｨ-右後輪付近凹凸　→　板金加工 ﾘ-ｽ契約範囲

30日 修　繕 (特･シ) 居室：全熱交換機38機 既存機器の撤去・廃棄　　※補助金活用 680,240

30日 更新取得 (特･シ) 居室：全熱交換機38機 本体入替　　　　　　　　※補助金活用 1,525,370

30日 修　繕 (特養) 2F屋外：24時間風呂配管 オゾン発生装置配管より液体漏れ　→　金属配管交換 6,600

3日 修　繕 (厨房) 職員トイレ換気扇 ベアリング摩耗　→　換気扇交換 29,150

3日 修　繕 (特養) 3F居室307：窓側照明器具 安定機経年劣化　→　LED照明設備入替設置 22,000

3日 修　繕 (特養) 2F居室207：窓側照明器具 安定機経年劣化　→　LED照明設備入替設置 22,000

7日 修　繕 (共用) エアコンAC-2系統・室内機8機 AC-2系統運転不能　→　ガス漏れ箇所特定調査 26,730

17日 修　繕 (特養) 2F医務室：PHS5015･.5016 充電不良　→　PHS2機取得･設定交換 113,300

18日 修　繕 (デイ) 機械浴室：チエアインバス 給湯ミキシング不良　→　部品供給終了にて修理不能 修理不能

19日 修　繕 (共用) エアコンAC-2系統 AC-2系統運転不能　→　厨房不良室内機切り離し 253,000

19日 修　繕 (厨房) 厨房内右奥照明器具 安定機経年劣化　→　LED照明設備入替設置 29,700

19日 更新取得 (厨房) 厨房休憩室：エアコン 経年劣化　→　換気･加湿機能付きエアコン入替 225,170

27日 修　繕 (デイ) 公用車：ｾﾚﾅ/No.245 ブレ－キ異音　→　ﾌﾞﾚ-ｷﾊﾟｯﾄﾞ交換整備 28,589

29日 修　繕 (特養) ２・3F居室11室：コンセント コンセント破損　→　コンセント交換13ヵ所 26,400

日　付

10月

11月

9月

12月

8月

建物･設備･備品等の維持管理（修繕・改修・更新）実績

物品･設備の場所･対象等

ｰ総務・施設26－



7日 修　繕 (共用) エアコンAC-2系統・室内機7機 AC-2系統エラ－　→　屋上室外機部品交換多数 572,000

15日 修　繕 (特養) 2F個室Ａ･Ｂトイレ：廊下灯 動作不能　→　天井裏本体ﾘｾｯﾄにて復旧 2,200

25日 更新取得 (デイ) デイフロア：全熱交換機 経年劣化･動作不全　→　既存設備撤去･入替更新 869,000

28日 修　繕 (特養) 公用車：軽トラ/No.4467 エンジン不調　→　プラグ交換 47,025

28日 改　修 (特養) 3Ｆ旧棟食堂：引き戸扉 内鍵設置希望　→　在庫品ﾜﾝﾀｯﾁﾛｯｸ設置 職員対応

2日 修　繕 (特養) 3Ｆ個室Ｇ：ウォシュレット 動作せず　→　便座ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚ-ﾄにて復旧 職員対応

4日 修　繕 (特養) 3Ｆ個室Ｈ：カ－テンレ－ル ｶ-ﾃﾝﾚ-ﾙｽﾄｯﾌﾟ破損　→　ｶ-ﾃﾝﾚ-ﾙｽﾄｯﾌﾟ破部品購入交換 176

8日 修　繕 (デイ) 公用車：N-BOX/No.9567 6か月点検指摘事項　→　ﾊﾞｯﾃﾘ-・ﾎｲ-ﾙｷｬｯﾌﾟ交換 8,305

26日 修　繕 (特養) 3Ｆ：車椅子4台 ﾀｲﾔﾊﾟﾝｸ当　→　両輪タイヤ交換等整備 17,160

新規取得 (厨房) 厨房：ﾊﾟｯｹ-ｼﾞｴｱｺﾝ1機 ＡＣ-2系統切離し分　→　撤去・新規設置 657,360

23日 修　繕 (特養) 3Ｆ居室306：コンセント 49,500
3月

建物･設備･備品等の維持管理（修繕・改修・更新）実績

1月

2月

ｰ総務・施設27－



・館内消防設備について、作動状況をかくにんしながら操作説明を行う。

　　　参加利用者　：　デイ当日利用者（１６）

　　　14：30～14：45　　1）デイサービス避難訓練

・１階ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ（当日利用者・職員）を対象にして、通報～避難誘導訓練を行う。

　　　14：45～14：55　　2）特別養護老人ホーム夜間想定避難訓練

　・夜間、煙が充満している室内を想定して、消火～119番通報～避難誘導訓練を行う。

　　　14：55～15：15　　3）消防設備の操作説明

　9．消防訓練実績

　　　実施日時　：　第１回　令和２年１２月２３日（水）　１４:３０～１４:４５　天候：晴

　　　立会い者　：　エムケー防災（４）、川越北消防署南古谷分署（—）、牛子自治会（—）

　　　参加職員　　：　本部（２）、総務課（５）、特養（８）、デイ（１１）、居宅（—）

　　　※新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症感染拡大により、消防署は出動自粛、牛子自治会には立会い要請を行わず

　　　●　健康診断：全職員対象

　　　　　　・令和２年１２月１９日 ～ ２３日　　　　　・受診者　６９名

　　　●　採用時健康診断：新規入職者対象

　　　　　　・随時　　　　　　　　　　～ １１月８日　　・受診者　　３名

　　　●　インフルエンザ予防接種：全職員対象

　　　　　　・令和２年１１月１０日　～　1２月１日　    　・接種者　７４名

衛生管理実績・消防訓練実績

　8．安全衛生管理（職員）実績

　　　●　健康診断：夜勤勤務介護職員（特･シ）対象

　　　　　　・令和２年　７月１６日　～　１６日　　 　　 ・受診者　１７名

　　　●　ストレスチェック：受検希望職員対象

　　　　　　・令和 ３年　３月１６日 ～ ２３日　　　  　・受診者　１名

計４６名

－総務・施設28－



消防訓練実績

　　　実施日時　：　第２回　令和３年３月２６日（金）　１５:００～１５:４５　天候：晴

　　　立会い者　：　エムケー防災（４）、川越北消防署南古谷分署（—）、牛子自治会（—）

　　　参加職員　　：　本部（１）、総務課（５）、特養（6）、デイ（８）、居宅（—）

　　　参加利用者　：　デイ当日利用者（１９）

　　　※新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症感染拡大により、消防署は出動自粛、牛子自治会には立会い要請を行わず

　　　14：55～15：15　　3）消防設備の操作説明

・館内消防設備について、作動状況をかくにんしながら操作説明を行う。

　　　15：00～15：15　　1）デイサービス避難訓練

・１階ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰを対象に、消火～避難誘導訓練を実施した。

　　　14：50～15：15　　2）特別養護老人ホーム夜間想定避難訓練

・夜間、煙が充満している室内を想定して、避難誘導訓練を実施した。

計５２名計４３名

－総務・施設29－



　３日 　２日

　７日 　５日

　８日 　６日

１０日 18･29日

２４日 ２３日

　８日 　２日

　８日 　４日

１３日 　７日

１８日 １０日

２０日 １６日

２５日 ２５日

　１日 ３０日

　３日 　２日

６･７日 ５･６日

１０日 　６日

１３日 １２日

１６日 １４日

１９日 ２３日

２０日 ２８日

３０日 　５日

　３日 １２日

　５日 ２４日

１３日 ２５日

１４日 ２６日

２７日 ２６日

　３日 ２８日

１１日 　４日

１８日 　８日

２４日 １７日

２６日 ２５日

３０日 ２６日

２･３日 ２６日

　８日 　３日

１０日 　３日

２４日 　６日

２４日 　９日

２２日

２６日

9月

4月

5月
11月

6月 12月

1月7月

8月

空調機分解清掃

浄化槽保守点検

浄化槽保守点検

電気設備保守点検

給水設備保守点検

浄化槽保守点検

浄化槽保守点検

循環浴槽水質検査

２４時間風呂保守点検

設備保守･点検実績

10 ．施設設備保守･管理実績

上　半　期 下　半　期

電気設備保守点検 電気設備保守点検

10月
空調機分解清掃

ｵｿﾞﾝ脱臭装置保守点検

電気設備保守年次点検

浄化槽保守点検

ﾎﾞｲﾗｰ設備保守点検

浄化槽清掃

浄化槽保守点検

ﾎﾞｲﾗｰ設備保守点検

浄化槽保守点検

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ保守点検

浄化槽保守点検

貯水槽清掃

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ保守点検

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ保守年次点検

館内消毒

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ保守点検

浄化槽保守点検

浄化槽設備保守点検

浄化槽設備保守点検

給水設備保守点検

館内床･ｶﾞﾗｽ清掃(既存棟)

電気錠制御ｼｽﾃﾑ保守点検

館内床･ｶﾞﾗｽ清掃(新棟)館内床･ｶﾞﾗｽ清掃(新棟)

浄化槽保守点検

浄化槽保守点検

電気設備保守点検 循環浴槽水水質検査

館内床･ｶﾞﾗｽ清掃(既存棟)

浄化槽保守点検

消防設備保守点検

浄化槽保守点検

浄化槽保守点検

浄化槽保守点検

２４時間風呂保守点検

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ保守点検

簡易専用水道検査

浄化槽清掃

ﾎﾞｲﾗｰ設備保守点検

循環浴槽水水質検査

館内消毒

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ保守点検

給水設備保守点検

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ保守点検

3月

消防設備保守点検

浄化槽保守点検

浄化槽清掃

エレベーター保守点検
2月

浄化槽保守点検

浄化槽保守点検

浄化槽保守点検

浄化槽保守点検

電気設備保守点検

浄化槽保守点検

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ保守点検

建築設備定期点検

ﾎﾞｲﾗｰ設備保守点検

浄化槽保守点検

給水設備保守点検

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ保守点検

館内消毒

浄化槽保守点検

空調機分解清掃

－ 総務・施設  30　－



2
/
6

-
7

1
2

ヶ
月

点
検

1
2

ヶ
月

点
検

居
宅

車
　

検

№

特
養

総
務

ｼｮ
ｰﾄ

総
務

ｼｮ
ｰﾄ

ﾃﾞ
ｲ

ﾃﾞ
ｲ

特
養

所
属

部
署

車
両

番
号

車
種

ﾃﾞ
ｲ

①

1
6

5

4
4

6
7

8
3

5
1

ﾃﾞ
ｲ

4
3

5
7

e
K

ワ
ゴ

ン

ﾃﾞ
ｲ

④

1
4

4

2
4

5

8
0

9
9

2
9

6
0

4
4

6
6

6
ヶ

月
点

検

車
　

検

車
　

検

6
ヶ

月
点

検

1
2

ヶ
月

点
検

1
2

ヶ
月

点
検

居
宅

⑫⑩

1
2

ヶ
月

点
検

5
3

3
8

e
K

ワ
ゴ

ン

6
ヶ

月
点

検

居
宅

居
宅

1
2

ヶ
月

点
検

2

9
5

6
7

1

実
施

回
数

 (
1

２
台

分
)

車
　

検

1
2

ヶ
月

点
検

6
9

0
6

0 0

ト
ッ

ポ

0

0 3

6
ヶ

月
点

検

0

3

1
0 0 1

0 1 1

0 0 0
0

0 1 0

0

0
0

1

0 0

7
2

8

0

⑥⑤

セ
レ

ナ
(日

本
財

団
)

ト
ッ

ポ

ミ
ニ

キ
ャ

ブ
(軽

ト
ラ

ッ
ク

)

ハ
イ

ゼ
ッ

ト
(日

本
財

団
)

ハ
イ

エ
ー

ス
(日

本
財

団
)

キ
ャ

ラ
バ

ン
(3

号
車

)

② ③ ⑦ ⑪

Ｎ
-Ｂ

Ｏ
Ｘ

キ
ャ

ラ
バ

ン
(1

号
車

)

e
K

ワ
ゴ

ン

⑨
e
K

ワ
ゴ

ン

⑧

6
ヶ

月
点

検

6
ヶ

月
点

検

1
2

ヶ
月

点
検

車
　

検

車
　

検

９．車輌　車検・点検整備等　年間実績　

001

3
/
3

-
4

車
検

9
/
5

-
6

車
検

実
施

時
期

車
　

検

1
2

ヶ
月

点
検

車
　

検

6
ヶ

月
点

検

4
　

月

下 旬
上 旬

1
2

ヶ
月

点
検

車
　

検

6
ヶ

月
点

検

車
　

検

1
2

ヶ
月

点
検

6
ヶ

月
点

検

車
　

検

車
　

検

1
2

ヶ
月

点
検

1
2

ヶ
月

点
検

6
ヶ

月
点

検

6
ヶ

月
点

検

中 旬

6
ヶ

月
点

検

車
　

検

1
2

ヶ
月

点
検

6
ヶ

月
点

検

1
2

ヶ
月

点
検

上 旬
中 旬

下 旬
中 旬

上 旬
下 旬

上 旬
上 旬

下 旬
中 旬

8
/
2

8
6

ヶ
月

点
検

8
　

月

下 旬
中 旬

上 旬
上 旬 1

0
/
3

-
4

車
検

下 旬
下 旬

中 旬
上 旬

下 旬
中 旬

下 旬
中 旬

中 旬
上 旬

上 旬
中 旬

上 旬
下 旬

中 旬

○
　

車
輌

　
車

検
・

点
検

整
備

等
　

年
間

実
施

計
画

　
○

3
　

月
1

　
月

1
1

　
月

7
　

月
5

　
月

1
2

　
月

1
0

　
月

9
　

月
6

　
月

9
/
1

1
-
1

3
6

ヶ
月

点
検

2
　

月

上 旬
下 旬

中 旬
下 旬

1
/
3

0
1

2
ヶ

月
点

検

402

車輌　車検・点検整備等　年間実績

8
/
2

2
6

ヶ
月

点
検

8
/
2

6
6

ヶ
月

点
検

1
2

/
1

9
6

ヶ
月

点
検

4
/
1

9
6

ヶ
月

点
検

1
2

/
2

0
1

2
ヶ

月
点

検

9
/
2

6
-
2

7
車

検

2
/
2

7
1

2
ヶ

月
点

検

2
/
4

車
検

2
/
1

9
-
2

1
車

検

2
/
8

1
2

ヶ
月

点
検

2
/
2

7
1

2
ヶ

月
点

検

9
/
1

7
6

ヶ
月

点
検

9
/
2

0
6

ヶ
月

点
検

7
/
4

-
5

車
検

7
/
1

8
6

ヶ
月

点
検

車
　

検

6
ヶ

月
点

検

ｼｮ
ｰﾄ

納
車

（
4

/
2

）

事
故

に
よ

り

廃
車

（
5

/
4

）

納
車

（
7

/
8

）

－総務・施設31－



　３　職員勤務体制報告

 ・　令和元年度利用実績について

　４　その他報告（彩の国あんしんｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄ事業　他）

　　（委員･会議･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･実習生･研修･家族との関わり）

　年間事業実績

　１　サービス提供実績報告

　２　その他の実績報告

特別養護老人ホーム



4　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月 10　月 11　月 12　月 1　月 2　月 3　月 計

2,220 2,294 2,220 2,294 2,294 2,220 2,294 2,220 2,294 2,294 2,072 2,294 27,010

2,145 2,216 2,145 2,216 2,216 2,145 2,216 2,145 2,216 2,216 2,002 2,216 26,094

2,148 2,243 2,120 2,148 2,101 1,998 2,142 2,103 2,193 2,245 2,010 2,205 25,656

96.8% 97.8% 95.5% 93.6% 91.6% 90.0% 93.4% 94.7% 94.7% 94.7% 97.0% 96.1% 95.0%

新規入居者 0 0 0 0 2 2 2 2 2 3 1 1 15

※キングス 退居者 （うち 　当施設 にて死亡 ） 2 ※ 0 0 1 1 3 2 1 3 2 2（1） 0 17（1）

実入院者 3 2 3 8 10 10 7 4 4 3 2 4 60

入院延べ人数（日数） 39 20 44 117 168 220 120 93 83 10 34 58 1,006

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365

4　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月 10　月 11　月 12　月 1　月 2　月 3　月 Av.

71.5 71.5 71.5 71.5 71.5 71.5 71.5 71.5 71.5 71.5 71.5 71.5 71.5

71.6 72.4 70.7 69.3 67.8 66.6 69.1 70.1 70.7 72.4 71.8 71.1 70.3

※ 契約者数 ； 上記実績①に入院者を加えたもの 72.9 73.0 72.1 73.1 73.2 73.9 73.0 73.2 73.4 72.7 73.0 73.0 73.0

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

18,359,418 18,359,418 18,359,418 18,359,418 18,359,418 18,359,418 18,359,419 18,359,419 18,359,419 18,359,419 18,359,419 18,359,419 220,313,022

18,310,194 19,114,657 18,060,336 18,634,898 17,979,837 16,924,543 18,269,297 17,459,439 18,461,036 19,087,843 17,106,490 18,370,363 217,778,933

▲ 49,224 755,239 ▲ 299,082 275,480 ▲ 379,581 ▲ 1,434,875 ▲ 90,122 ▲ 899,980 101,617 728,424 ▲ 1,252,929 10,944 ▲ 2,534,089

　特別養護老人ホーム　ぽぷらの樹　

令和 ２ 年度　 ４～３ 月分　　事　業　実　績　①

　延べ入居者（ベッド）数　

＊収入状況の目安

　定　員（日数＊74名）

　予算（事業計画数値：96.62％）

　実　績　（ぽぷらの樹）　　　　　　　

　予　算（事業計画数値）

　＊利用（ベッド）稼働率

　実　績①　　　　　　　　

差　異　額　②－①

当初予算計上月間目安額　①

請求実績額（月遅れ･再請求を含）②

＊（注意）・・特定入所者介護サービス費（居住費･食費）を除く　　

年間予算達成率

当初予算達成状況

98.85%

12/12ケ月経過時点

98.85%

　１日あたり入居者数

　国保連保険請求分：介護報酬収入 （介護保険収入のうち 72 ％相当分） の予算達成状況
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特別養護老人ホーム

　令和2年度　利用実績について

　　（１）　令和2年度　利用実績

事業計画稼働率目標　・・・・・・・・・　例年より上げて、７1．５人（１日あたりの人数）とする。

９6.6％（入居率/年）

事業実績稼働率実績　・・・・・・・・・ 70.3人　（前年度より、-0.7人）

※契約者数（上記実績に入院者を加えたもの） 73.0人（１日あたりの人数）

※実入院者　・・・・・60人　　入院延べ人数（日数）1,006日

　　（２）　令和2年度の評価として

　数字を見た場合、やはり新型コロナウイルス感染症の影響が大きかった1年であった。どの施設・事業所でも影響があった

ものと思われるが、初めての出来事であり、消極的になり過ぎた面もあって、新規入居･新規ショートステイを止めている時

間が長かった。仕方のなかったものと判断する。令和元年度は、多くの入院者がいる中でｷﾝｸﾞｽ･ｶﾞｰﾃﾞﾝの受け入れがあり、

71名の実績を得た。令和2年度も同じく、一時期に１０名の入院者が出たが、その中で新規を止め、ある程度の数字が取れ

たことは評価に繋がると思う。ただ、前年度同様に例年通りに入院者が多く出た場合、入院者の状態によっては先に入居を

進めるイメージで目標達成を考えていたが、それが出来なかった。この辺りは来年度の課題としたい。

　新型コロナウイルス感染症の影響、また職員のマスク着用によるものか、入居者様の入院や職員の体調不良は例年より少

なかったと思われる。また、入居者様の入れ替わりも例年より下回っていたが、イメージするものが出来なかったため結果

には繋がらなかった。90歳代の利用者様も増えていることから、これから入院など増えていくものと思われる。特養は、

ショートステイを含めた目標数値であり、ショートステイと併せて、76名/日を目指している。令和2年度は、ロングショ

ートの活用を多くし、イメージ通りに出来た面もあるが、年度終盤にその方たちが入居に結びついたことで、ショートステ

イの空床が目立つ形となってしまった。今後、入居を見据えたロングショート利用が厳しそうな状況が見えている中で、こ

の辺りをどう対応していくのかが今後の課題である。

　入居者様にとっては、行事の縮小･中止、面会の制限など刺激の少ない1年になってしまった。刺激の低下は、QOLやAD

Lにも大きく関係してくるため、新たな生活様式の中での対応が求められるものと考える。

　電子化に関しては、移行が想像以上にスムーズに行えた。今後は更なる向上に向けた取り組みも検討していきたい。

　新型コロナウイルス感染症を原因に、あれが出来ない・これが出来ないと甘えてしまった部分もあったように思う。来年

度は出来なかったことを『何が出来るのか』と言う考え方に替え、多方面でチャレンジしていきたい。来年度も目標数字は

常に意識して対応していく。

　１．サービス提供実績報告
　　（１）　施設サービス計画

　　　　①　施設サービス計画を作成し、計画に添ってサービス提供が出来た。ケアカンファレンスも定期的に開催し、他業種とも連

　　　　　携を取りながら見直しも随時対応出来た。

　　　　②　アセスメントに関しても、介護支援専門員とケアワーカーで適宜対応出来た。

　　　　③　サービス計画策定は、介護支援専門員が行い、確認は、ケアワーカー・看護師・生活相談員で対応出来た。

　　　　④　計画の内容に関しては、策定後ご家族様に通知し、同意を得られた。モニタリングも半年に１回の間隔で行い、見直しは

　　　　　適宜対応出来た。必要者には、都度モニタリングを実施。退院し状態が変化した方は作り直しも適宜対応出来た。

　　　　⑤　書式に関しては、包括的自立支援プログラムにて対応出来た。

　　　　⑥　介護支援専門員・ケアワーカーを中心に看護師・管理栄養士・生活相談員等連携を取り、お互いが協力し合いながらしっ

　　　　　かり対応出来た。

　　　　　＊　ターミナルケアの同意をいただいた方のプランも早急に作成し、家族様に同意をいただけた。

　　（２）　介護サービス

　　　　①　食事援助

Ａ）適時適温の提供の実施。また、ご利用者様に合わせた食事形態の提供が出来た。

Ｂ）その方々の身体・精神状態に合わせ、道具や食器の検討を行い、自力摂取を目指しての提供が出来た。

　（ワンプレート・小鉢（小分け）・コップ・スプーンなど）

Ｃ）上記 B）同様、補助具等を使用して頂きながらの提供が出来た。

Ｄ）行事食やおやつ週間を実施し、季節感のある食事提供が出来た。（年間行事報告参照）

Ｅ）嗜好調査を行い、希望を取り入れた食事提供が出来た。

Ｆ）基本的には食堂にて食事摂取をしていただいた。体調不良や希望時には、居室配膳の提供も出来た。

令和 2年度事業報告　特別養護老人ホーム
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特別養護老人ホーム

Ｇ）高齢者にとって必要な１５００ｃｃ／日の水分摂取量の提供は、お茶・ゼリー・トロミ等の個別対応での提供が出来た。

Ｈ）摂取カロリーが低下されている方に関しては、看護師・管理栄養士・嘱託医と相談し、補食の提供が出来た。

Ｉ）低栄養状態にならないよう、管理栄養士の管理の下、個々の栄養状態の確認も行った。栄養計画を作成し、ご家族様へ

　の通知・同意を得ることが出来た。（ 管理栄養士配置・栄養マネジメント加算実施 ）

　＊　来年度は栄養マネジメントは継続実施も加算は終了。

Ｊ）経口摂取不可の方に関しては、嘱託医指示のもと、経口摂取が検討する体制は整えているが、令和2年度該当者なし。

　　（ 経口移行の加算未実施 ）

Ｋ）嚥下状態不良の方に関しては、嘱託医指示のもと、現状を維持出来るようサービス提供の体制は整えたが、令和2年度

　該当者なし。（経口維持の加算未実施）

　　　　②　入浴援助

Ａ）入浴前に必ず看護師によるバイタルサインの測定・確認を行い、安全に入浴していただけた。また、個々の身体状態

　に合わせた方法による入浴援助が出来た。

Ｂ）２回／週の入浴回数の実施。体調不良等により入浴不可の方に関しては、清拭を行い、清潔を保てた。清拭が出来ない

　場合は更衣だけでも行うよう心掛けることが出来た。

Ｃ）入浴後には、爪きり・整髪・髭剃り等の整容を実施した。また、入浴後だけでなく、適宜整容を行い、清潔を保つこ

　とが出来た。

Ｄ）入院者が退院された場合、基本的には、身体状況確認のため、当該日の最後に入浴を実施。皮膚状態など、特に問題

　なければ、次からは通常対応とした。疥癬などの発症はなし。

Ｅ）午前・午後で入浴対応。基本、介助浴を午後浴にし、人員の多い午前を寝台浴で対応。

　令和元年5月より、月・木：3階　火・金：2階対応。

　＊　令和2年度 疥癬発症無し。

　　　　　

　　　　③　排泄援助

Ａ）各入居者様に対して排泄方法・排泄介護用品等随時検討し、利点を最大限活用し、その方々にあった援助が出来た。

Ｂ）定時交換・トイレ誘導・声かけ、随時確認・訴え時の対応･交換が出来た。

Ｃ）微温湯による陰部洗浄を毎日行い、清潔維持に努めることが出来た。

　＊　ユニ・チャームの担当者と連携を取り、使用物品の発注状況や新しい商品確認が出来た。

　　　　④　生活リハビリ訓練

Ａ）各フロアにて、レクリエーションの延長でラジオ体操やグループ体操を実施した。その他、日常生活の中で排泄介助

　時に短距離の歩行や誘導することによっての歩行･立位保持などが出来た。

Ｂ）・C） 個人で訪問マッサージを利用していただいたり行ってきたが、新型コロナウイルス感染症の影響により訪問マ

　ッサージを中止した。再開の目途はたっていないが、生活の中で食事時の車椅子から椅子への移り替えや、トイレ誘導

　時にトイレまでの歩行介助･立位介助などが出来た。

　　　　⑤　離床

Ａ）日中は起きて頂き、夜は寝てもらうことを基本に、日中は出来る限り離床して活動性を高める援助が出来た。また、

　精神状態・身体状況に合わせ、臥床時間も設ける援助も出来た。

Ｂ）身体的に重介護の方に関しては、安楽で危険のない介助をフロアで検討し職員2名での移乗介助や身体の下に敷物を

　敷いて、それを利用しての援助が出来た。

Ｃ）軽介助で移乗が出来る方は、L字柵などを使用し、見守り・一部介助等にて援助が出来た。

　　　　⑥　移動

Ａ）安全性を第一に考え、その方々にあった移動方法の援助が出来た。また、その方の残存機能を活かせる補助具を使用

　した援助も出来た。＊車椅子の自操・シルバーカーの活用

Ｂ）入居者様の身長や身体状況に合わせて、座面の高さや機能の異なる車椅子を用いて、安全で快適な移動援助も出来た。

　＊　普通車椅子・リクライニング車椅子・ティルト式車椅子

　　　　⑦　着替え

Ａ）寝巻きへの行為などは希望者やご自分で出来る方に限り行えた。下着交換に関しては、毎日全員行うことが出来た。

Ｂ）日常生活の中においても、ご自分で洋服を選んだり、ADLの状況により着るものを選んだりした。

Ｃ）入浴中止時に清拭を施行するが、出来ないときも体調を確認し更衣を行うことが出来た。

　　　　⑧　外出

※　新型コロナウイルス感染症により、外出･同敷地内でもデイサービス利用者との接触を避けるための配慮などあり、外

　に行く機会が大幅に減ってしまった。替わりにベランダ･テラスなどでの日光浴等が出来た。

Ａ）～Ｆ）は施行出来ず。
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　　　　⑨　身体拘束

Ａ）「身体拘束の手引き」に詠われている項目以外での身体拘束は行わないことで、周知・徹底出来た。

Ｂ）入居者様の安全確保のために止むを得ず実施する際や、ご家族様の希望の際は、本人様・ご家族様に説明・同意を得

　ることが出来た。

Ｃ）「身体拘束廃止委員会」・「フロア会議」で、身体拘束に関しての話合いを行い、随時、点検を行えた。継続して行

　う際にも、本人様・ご家族様に再度説明・同意を得られた。また、解除出来ない場合でも解除出来る時間などを検討・

　実施することが出来た。

Ｄ）記録に関して、介護支援専門員により管理が出来た。

Ｅ）『身体拘束廃止委員会』は、毎月一度開催。解除に向けた取り組みも積極的に出来た。

Ｆ） 介護支援専門員中心となり、本部の協力も得、廃止に向けて協議検討が出来た。一時的な拘束時間の解除を試みるこ

　とも継続出来ている。

　　　　⑩　ターミナルケア

Ａ）入居者様・ご家族様の希望に添い、可能な範囲でのターミナルケアが実施出来た。その際には、嘱託医からの話も

　伺い、了承・同意も書面にていただけた。経過報告に関しても「看取りの指針」に従い、適宜報告を行う事が出来た。

Ｂ）入居者様・ご家族様希望のもと、介護職員・看護職員等職員全員が、精神・身体面において統一したサービスを提供

　し、それにより、ご利用者様が安心して一日一日を過ごして頂けるようサÜビス提供が出来た。また、ご家族様との連

　絡も密に行い、精神面での負担の軽減を図ると共に、嘱託医とも連絡を取り、いつでも指示を受けられる体制がとるこ

　とが出来た。

　＊　ターミナルケアの同意を得た方のプランを早急に作成し家族様に同意をいただくことが出来た。

　＊　令和2年度は、2名の方がターミナルケアの対象として最期を施設で迎えられた。他にもターミナルケアの同意をい

　　ただいている入居者様もあり。

　　　　⑪　事故防止

Ａ）事故の委員会を通し研修を開催。事故に限らず、日頃の業務からの疑問を抽出したり、移乗に関しての確認が出来た。

Ｂ）法人としての研修は開催なし。

Ｃ）「ヒヤリ・ハット記録ノート」の活用は例年通り。再度、ノートの活かし方は検討が必要。

　＊　来年度は事故報告書の電子化を検討したい。

　　　　⑫　その他

Ａ）新型コロナウイルス感染症の影響もあり、対応に関して検討を行い、必要なサービスとして理美容は、月１～２回を

　継続して提供出来た。移動美容室に関しては、都内からの移動ということもあり中止となった。

Ｂ）洗濯に関しては、利用者様の希望に添えられるサービス提供が出来た。物品整頓に関しては、保管場所の明確化を行

　い、管理の徹底が出来た。

Ｃ）防災用具点検は、総務課にご協力いただき行うことが出来た。車椅子・歩行器等は、各フロアで点検を行い、不具合

　があれば、生活相談員まで報告し、総務課職員の協力も得て外注で修理をお願いした。

　　（３）　生活援助

　　　　①　生活相談

Ａ）入居者様・ご家族様からの相談に関しては、基本的に相談員が承ることで対応出来た。また、不在時には、主任や副

　主任・介護支援専門員・看護主任・現場職員が対応した。相談内容としては、面会が出来なくなったため、入居者様の

　日頃の様子伺いについてなどの相談が多かった。健康状態については、必要時に看護師や嘱託医から話しをしていただ

　くケースもあり、その都度対応出来た。その他、入居のための相談などは総務課職員にも協力をいただき、丁寧に案内

　・説明が出来たように思う。

Ｂ）『ご家族様からの依頼・問い合わせノート』は、申し送りや報告で行っており、ノートを上手く活用出来ていない。

　再度確認し、活用していく。（毎年の課題でもある。）

　　　　②　外出・外泊・面会

※　新型コロナウイルス感染症の影響により、入居者様の外出･外泊は、病院受診以外は原則中止とした。

Ａ）B）C）入居者様の外出･外泊は出来なくなってしまったが、ご家族様にもご理解はいただけている。

※　面会に関しては、その時の新型コロナウイルス感染症の陽性者の状況を踏まえ、本部･総務課職員のお力添えもあり、

　リモート・施設に来所いただいてのリモート・窓越し・パーテーション越し形式で行った。入居者様にとっては、1つ

　の刺激として、状況を見ながら出来る限り対応が出来た。曜日･時間が限定的であり、要予約制のため、面会できる家族

　が限定的になってしまっている面もあるが、今後も継続したい。

　　　　③　代行

Ａ）書類の代筆・郵便物の投稿・転送・買い物等の代行は、希望がある場合、生活相談員・介護支援専門員・看護主任・

　フロア職員が滞りなく対応出来た。

Ｂ）介護保険制度上、必要な諸書類の申請代行に関しては、生活相談員・介護支援専門員が責任を持って滞りなく対応

　出来た。その他書類関係も家族様･後見人様にも協力頂き対応出来た。
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　　（４）　健康管理

　　　　①　日常健康管理

Ａ）看護師・介護職員と連携をとり、入居者様の健康状態を把握して、疾病の早期発見に努め、異変時はDr.に上申した。

Ｂ）特変時や必要時に、嘱託医に報告して指示を受け、適切な処置・対応が出来た。

Ｃ）夜間に関しては、看護師を中心に嘱託医・生活相談員と連絡をとり、適切な処置・対応が出来た。

　（ 看護体制加算実施 ）

Ｄ）嘱託医・・・得丸医院（得丸幸夫先生）

Ｅ）来園医師

　ａ）神経内科（嘱託医・得丸医院）・・・毎週　　火曜日

　ｂ）歯　　科（　大宮デンタル　）・・・毎週　　火曜日　

　　　※　新型コロナウイルス感染症の影響により、適宜往診依頼で対応。

　ｃ）泌尿器科（　中嶋内科泌尿器科医院　）・・・往診はなく、必要時は受診で対応。

＊　新型コロナウイルス感染症の陽性者はなし。

＊　発熱時はDr.に上申し経過を見た。病院受診時も発熱により、いつもより困難なケースもあった。

＊　年度当初は、感染症の委員会を毎週行い、新型コロナウイルス感染症対応に関して確認を行った。3階 新棟食堂を陽

　性者が出た場合の隔離部屋として準備した。（病院受診時に1名 偽陽性となり、1度隔離部屋使用。）

　　　　②　受診対応

Ａ）嘱託医指示の下、ご家族様の意向も確認し入居者様の受診・治療が必要な際には協力病院と連携し、診察・入院の対

　応が出来た。

Ｂ）嘱託医と相談し、必要時は得丸医院への受診も出来た。

Ｃ）受診させていただいた協力病院

　ａ）南古谷病院

　ｂ）帯津三敬病院

　ｃ）関本記念病院

＊　その他、中嶋内科泌尿器科医院・埼玉医科大学総合医療センター・赤心堂病院・武蔵野総合病院・三井病院

＊　発熱などあった際の受診に困難なケースもあった。

　　　　③　定期健康診断

Ａ）入居者の健康診断は、令和3年 1/30 に実施。結果に関しては、ご本人様・ご家族様・嘱託医に報告し、適切な処置

　・希望に添った対応が出来た。（新型コロナウイルス感染症のため、遅めの実施となる。）

　　　　④　感染症予防対策

　インフルエンザの予防接種は、入居様・職員共に例年通りに接種。任意のため、希望されない方は未接種。新型コロナ

ウイルス感染症に関しては、毎週会議を実施。各事業所の確認から職員・施設での対応に関して検討を行うことが出来た。

年度途中より会議を2回/月の実施。物品などは本部（副施設長）を中心に用意。特養では、食堂の食席に簡易的に飛沫防

止シートを作成。職員には、個々に以前から使用している、アルコールの携帯・マスク着用を徹底。施設長からは、手洗

いや外出の自粛などの周知が出来た。

＊　感染症の研修は未実施。令和2年度は、新型コロナウイルス感染症対応に費やした。

　　（５）　行事

　　　　①　季節行事

Ａ）新型コロナウイルス感染症の影響に伴い、大きな行事は縮小・中止とした。フロアで行う小さな行事はフロアで出来る

　範囲で例年通り行うことが出来た。フロアの飾りつけを入居者様と一緒に作成したり、鯉のぼりをフロアに飾るなど、外

　に行けない分、例年にない取り組みも行うことが出来た。しかし、殆ど外に行くことはなく、中止とした行事もあり、入

　居者様の刺激が減ってしまった1年だった。

Ｂ）ご家族様には、毎月の手紙で報告し、ご理解いただけていると思う。

　＊　ベランダからの花見を実施。春の店屋物は中止（秋は開催）、母の日はカーネーションのプレゼント、父の日は肌着

　　のプレゼント、夏はフロアでかき氷提供、秋祭りは中止とし、フロアでお祭りの雰囲気を演出してのおやつ提供。

　　餅つきは中止とし、フロアでお相撲さんの着ぐるみを着た職員がもちつきのデモンストレーションを実施。

　　太鼓のボランティア様など依頼をするも、新型コロナウイルス感染症により実現出来ず。
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　　　　②　誕生日会

Ａ）計画通り、その方々の誕生日当日に各フロアにてお祝いが出来た。

Ｂ）写真撮影を行い、データで保管している。

Ｃ）誕生日プレゼントとし、その月の誕生者にケーキやプリンの食事形態に合わせて提供が出来た。

　　　　③　飲酒の会

　入居者様からの希望はなし。飲酒の機会は検討していくが、今後提供するとしてもノンアルコールのものとする。

令和2年度のアルコール提供はなし。

　　　　④　レクリエーション

　制作物など、各フロアで出来るものを行うことが出来た。カラオケは、定期的に施設長が中心に実施して下さり、入居

者様も楽しまれていた。コロナ禍で出来るものを今後の課題として検討していく。

　　（６）　クラブ活動

　令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響にてボランティア様の活動の中止もあり、フロアで出来るレクリエーシ

ョンの延長のもので対応出来た。今後も趣味など生かした取り組みを行っていきたい。

　＊　今後はクラブ活動ではなく、レクリエーションの一環として内容を検討していくこととする。

　　（７）　喫茶

　　　　①　定期的にコーヒーの提供を実施。喫茶と名が付いているものなので、今後は内容も検討していきたい。

　　　　②　慰問等に関しては、新型コロナウィルス感染症の影響により受け入れ中止。

　　（８）　安全管理

　　　　 　消防計画に基づき、夜間想定の消防訓練を含め、２回実施。

　　　　 　特養では、夜間の特変時の想定で研修を実施。令和2年度は行わなかったが、今後も、新人職員がいる為、看護師協力

　　　　　の下、適宜開催していく。

　２．その他の実績報告
　　（１）　職員役割委員

　各委員会で出来る内容などは、その都度の検討･確認しながら行うことが出来た。

　　　　①　主任ケアワーカー　

　各フロア１名ずつ配置し、入居者様への対応・フロア業務の円滑な遂行を職員と共に情報を共有し取り纏めが出来た。

また、相談室員とも情報を共有し情報の発信も出来た。

　　　　②　副主任ケアワーカー　

　各フロア１名ずつ配置し、主任補佐として主任を支え円滑な業務遂行が出来た。業務内容に関しては、今後も見直しを

行っていく。施設内研修の取り纏めを行う予定だったが、新型コロナウイルス感染症の影響により施設内研修も殆どを中

止としてしまった。来年度はコロナ禍でも行えるように調整していく。

　　　　③　行事委員

Ａ）新型コロナウイルス感染症の影響により、出来るものは実施。中止とした行事もあり。大きな行事は、縮小する形で

　行えたが、入居者様には刺激の少ない1年になってしまった。

Ｂ）日頃のレクリエーションは委員会の企画ではなく、各フロアで考え行うことが出来た。来年度は委員会でも検討して

　いく。

　　　　④　物品管理･環境整備委員

Ａ）修繕などは委員会職員ではなく、都度依頼を行い、総務課の協力を得て行うことが出来た。

Ｂ）C）日用品に関して、毎月１回確認し、総務課の協力もいただきながら、物品の発注が滞りなく出来た。

　　　　⑤　排泄委員

Ａ）排泄物品に関して、入居者様に不都合なく確認・発注が出来た。

Ｂ）排泄物品の業者はユニ･チャーム。担当者とも、しっかり連携が取れ、新商品などのお試しなども出来た。

Ｃ）個々の対応に関しては、委員会を中心に行えた。勉強会の開催は出来なかったが、今後も随時検討していく。

　　　　⑦　事故防止検討・対策委員

Ａ）「ヒヤリ・ハット」の記入は浸透して来た。更に上手く活用していけるような検討をしていきたい。
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Ｂ）委員会の内容を検討し、移乗についての確認を委員を中心に職員みんなが周知することが出来た。

Ｃ）法人での事故防止委員会の開催はなし。

Ｄ）B）同様、研修として移乗（トランス）に関してみんなで確認が出来た。

Ｅ）入浴の対応に関しては、各フロアを中心に実施出来た。身体拘束はケアマネジャーを中心に検討･実施が出来た。

　　（２）　会議

　　　　①　ケアカンファレンス

　介護保険更新時や状態等が変化した際、また定期的なモニタリング時期に介護支援専門員を中心に各担当職員・看護師

・管理栄養士・生活相談員が集まり意見交換が出来た。

　　　　②　主任会議

　適宜（2カ月に1回）、全体の業務検討や、入居申請状況・フロア状況について会議を実施。

　　　　③　フロア会議

　1回/月行う予定ではあったが、フロアの状況・新型コロナウイルス感染症の影響により、2カ月に1回開催。 各フロア

の入居者様への対応や業務内容の見直し・検討を実施。

　また、①のケアカンファレンスとしても必要時は機能させることにより、職員全体に周知・徹底できた。2階3階の同時

開催とし共通の申し送りも周知出来た。

　　　　④　職員全体会議

　令和2年度は、密を避け実施せず。

　　　　⑤　行事委員会議

　年間を通して、必要時に実施。

　　　　⑥　物品委員会

　委員会は開催せず、担当者が物品の発注･管理を実施。

　　　　⑦　排泄委員会議

　委員会は開催せず、発注･表などの管理を担当者・各フロア主任・副主任で実施。

　　　　⑧　事故防止検討・対策委員会議

　年間を通して、定期的な実施は出来ず、研修前･必要時に実施。

　　　　 ⑨　入居検討委員会

　1回/月 （第4火曜日）開催。滞りなく実施。入居待機者の情報などを報告。

　　　　⑩ 　看護師会議

　適宜実施。

　　　   ⑪　褥瘡委員会議

　委員会の開催はなし。看護師の中でリストをまとめ対応。

　　　　⑫　身体拘束廃止委員会議

　1回/月 定期的に実施。

　　（３）　ボランティア

　新型コロナウイルス感染症の影響により、ボランティア様の受け入れは中止。ただし、利用者様との接触がなく建物内の

出入りの無い縫物ボランティア様については、11月より再開し活動いただいた。

　　（４）　実習生

　新型コロナウイルス感染症の影響により、実習生の受け入れは中止。

　　（５）　総合学習（体験学習）

　新型コロナウイルス感染症の影響により、実習生の受け入れは中止。

　

　　（６）　研修

　　　　①　新型コロナウイルス感染症の影響により、勤務編成上、外部への研修参加は出来なかった。今後はリモートでの研修も

　　　　　あるため、検討をしていきたい。

　　　　②　施設内の研修に関しては、新型コロナウイルス感染症の影響により、密状態を避けるため、基本中止とした。

　　　　　ただし、“事故研修”に関しては、フロアで移乗に関して実施出来た。

　　（７）　家族との関わりについて

　　　　①　各担当職員・看護師が手紙を記入し半年に1度の割合で手紙を送付。体調不良時などは、適宜生活相談員から連絡を入れ

　　　　　状態報告が出来た。

　　　　②　毎月行事のお知らせや施設での出来事などの報告を記載した手紙を、生活相談員が作成し送付出来た。

　　　　③　施設会報に関しては、発行が出来なかった。※特養に限るものか今後検討が必要。

　３．職員勤務体制報告
　　（１）　勤務時間

　勤務時間は都度確認し実施。非常勤の出勤時間帯のバラつきや曜日の隔たりがあり、毎年の課題。
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　　（２）　勤務配置・担当業務

　時間によって人員が充足していることもあるが、一時的なもの。逆に人員が不足する時間は募集をして来るものでもない。

風通しの良い雰囲気を作るためにフロア間のパワーバランスも考慮した上での異動も必要。状況を見ながら適宜対応。新人

職員はフロアの状況も見て検討している。

 ※　入職・退職の実績に関しては、総務課『職員の配置状況・入職者一覧・異動者一覧・退職者一覧』参照。

　　（３）　担当入居者について

 A）B）C）

　担当制をグループ化し、入居者様の対応に関して適宜情報共有･支援が出来た。担当職員を中心に対応など必要時にはフ

ロア会議などで話し合い、フロア全員で共通意識を持てる働きかけが出来た。担当職員の役割として、介護支援専門員と

協働し、担当の施設サービス計画書を作成し、さらに見直しや、評価を行い（アセスメント～モニタリング）、ご家族様

への手紙作成や、担当入居者様の生活援助全般の把握も出来た。

　　（４）　介護支援専門員

　入居者様により良い生活を送っていただく様、援助が出来るように施設サービス計画を作成出来た。計画を作成し、ご本

人様・ご家族様への説明・同意も全ての方にいただくことが出来た。面会に来られた家族には直接お話をさせて頂くことも

出来た。

　ターミナルケアの同意をいただいた方のプランも早急に作成し、家族に同意を得られた。

　　　　① 　業務内容

Ａ）入居者全員の施設サービス計画作成が出来た。

Ｂ）やむを得ず身体拘束を行う際には、ご本人様・ご家族様に説明・同意を得た後、様態・時間・心身の状況や理由を記録

　　に残した。更に、廃止に向け日々考察し、必要時には話し合いを行った。完全解除にならなくても、一時的な解除も実

　　施。毎月、中心となり『身体拘束廃止委員会』を開催出来た。

Ｃ）入居者様全員が居宅において、生活ができるのかの定期的な検討は行っていない。（現在、加算はなし）

Ｄ）苦情受付と記録ができるような環境整備が出来た。

　＊　令和2年度は正式な苦情としての受付はなし。他、問い合わせにはしっかり答えることが出来た。

Ｅ）居宅で生活が可能と判断された方はなし。

Ｆ）入居者の日常生活の把握を行い、施設サービス計画書に反映出来た。

Ｇ）事故防止・感染症対策の取り組みとして、生活相談員・看護師・ケアワーカーと連携をとることが出来た。

Ｈ）ケアカンファレンス・身体拘束廃止･検討委員会の開催･進行をしっかり行うことが出来た。

　　（5）　記録の電子化

　入居者様個人の記録・申し送りを電子化へ移行。思っていたよりスムーズに移行が出来た。少しずつ内容を確認し、ステ

ップアップしてきたい。
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ショートステイ

　５　特　記

　年間事業実績

　２　事業内容

　３　運　営

　４　目　標

　１　目　的



4　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月 10　月 11　月 12　月 1　月 2　月 3　月 計

180 186 180 186 186 180 186 180 186 186 174 186 2,196

135 139 135 139 139 135 139 135 139 139 126 139 1,639

138 150 166 159 124 172 155 127 155 144 96 122 1,708

　うち　（介護予防） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　２階　（3室7名） 78 90 137 99 102 112 122 97 106 105 83 86 1,217

　３階　（2室3名） 60 60 29 60 22 60 33 30 49 39 13 36 491

空床型利用 0 0 0 0 0 26 7 0 0 0 0 0 33

　実利用者 9 8 7 8 9 7 8 7 9 10 6 8 96

　うち　（介護予防） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　ぽぷらの樹 4 4 3 4 5 4 4 3 5 4 1 3 44

　他事業者 5 4 4 4 4 3 4 4 4 6 5 5 52

4　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月 10　月 11　月 12　月 1　月 ２　月 ３　月 Av.

4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5

4.6 4.8 5.5 5.1 4.0 5.7 5.0 4.2 5.0 4.6 3.4 3.9 4.7

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

1,154,980 1,154,980 1,154,980 1,154,980 1,154,980 1,154,980 1,154,980 1,154,980 1,154,980 1,154,980 1,154,980 1,154,980 13,859,760

1,072,114 1,222,837 1,303,376 1,110,371 1,019,903 1,428,738 1,259,685 1,235,370 1,475,688 1,166,146 785,582 562,245 13,642,055

▲ 82,866 67,857 148,396 ▲ 44,609 ▲ 135,077 273,758 104,705 80,390 320,708 11,166 ▲ 369,398 ▲ 592,735 ▲ 217,705

12/12ケ月経過時点

年間予算達成率

フロア別内訳

　ショートステイ　ぽぷらの樹　

＊（注意）・・特定入所者介護サービス費（滞在費･食費）を除く　　

　延べ利用者（ベッド）数　

　定　員（日数＊6名）

　１日あたり利用者数

　予　算（事業計画数値）

＊収入状況の目安

令和２年度　４～３月分　　事　業　実　績　②

　予　算（事業計画数値）

　実　績　　　　　　　　

差　異　額　②－①

4月　～　1月

98.43%

　居宅支援事業者

　実　績　　　　　　　　

当初予算計上月間目安額　①

請求実績額（月遅れ･再請求を含）②

当初予算達成状況

　国保連保険請求分：介護報酬収入（介護保険収入のうち72 ％相当分）の予算達成状況

98.43%
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ショートステイ

１．目的
　　　利用者様の日常生活の援助を行い、利用者様の生活の安定や心身の維持が図れた。

　（１）　介護者様、ご家族様の心身的及び精神的な負担の軽減により、介護者様・ご家族様の希望に添い家族生活を安定させる

　　　　支援が出来たと考える。

　（２）　突発的な事情により在宅での介護が困難になった時、可能な限り必要に応じて柔軟に対応し、在宅生活の継続を支援で

　　　　きたと考える。

２．事業内容
　（１）　利用場所

　特養のフロア・居室・設備を使用。計画通り、フロアを利用者様の状態･状況により使い分け、臨機応変に対応。

　（２）　定　員

　計画通り、6床にて対応。特養の空きベッド（入院時）を利用することもあり。

　（３）　居　室

２階：２人部屋（多床室：男性、女性）・・・２床

　　　個　　室（多床室：男性、女性）・・・２床

３階：個　　室（多床室：男性、女性）・・・２床

　（４）　対象者

　介護保険給付対象者（４０歳以上で要支援・要介護認定を受けた方）

　（５）　営業日・時間

　営業日・・・３６５日稼動（計画通り）

　時　間・・・原則　９：３０　～　１６：３０

　　※ 　上記以外の時間帯の要望があった場合は、その都度相談に応じ、臨機応変に対応。

　　　　（ご家族様の希望に添えるよう対応。）

　 　（６）　食　事

①　事前に得た情報をもとに、利用者様の個々に合わせた形状の食事を、適時適温を基本に提供することが出来た。

　また、利用時の様子（体調変化）に合わせ食種の変更を行い、ご利用者様の希望に応じ、適宜食事提供が出来た。

②　食事制限（糖尿病食等）や内服に伴う禁食等に関して、管理栄養士と連携をとり、可能な限りご利用者様のニー

　ズに応えることが出来た。

③　必要な食事道具を用意（持参・施設貸与）し、在宅と同じ環境を整え、スムーズ且つ安全な食事摂取・水分摂取

　の提供が出来た。

④　ご利用者様の状態に応じ、見守り・一部介助・全介助等、適切な援助が出来た。

⑤　食事場所については、各階の食堂等を利用していただいた。

⑥　水分については、計画通り、必要最小限量を摂っていただくよう、お茶・ゼリー等で対応。ご利用者様の嗜好品

　摂取については、自宅から持参していただいた。

⑦　希望時には、居室にての食事摂取も出来た。

　※　食事時間に関しては、計画通りの時間での提供が出来た。

　 　（７）　入　浴

①　計画通り、原則連続7日間のご利用で最低2回入浴していただいた。ただし、体調不良時に関しては、その都度

　ご利用者様に確認・了承をいただき対応出来た。

②　事前に得た情報をもとに、ご利用者様個々に適した方法（一般浴・特殊寝台浴）にて安全・快適に入浴していた

　だくことが出来た。また、利用時の様子（体調変化）に合わせ入浴方法の変更を行い、更にご利用者様の希望に応

　じ、適宜入浴をしていただくことが出来た。

③　入浴前に看護師が血圧等バイタルサインを測定し、身体状況を確認した上で、入浴していただくことが出来た。

④　入浴後の整容（爪切り・整髪・髭剃り等）は、計画通り入浴後に実施出来た。

⑤　入浴・整容共に、ご利用者様の状態に応じ、見守り・一部介助・全介助等適切な援助が出来た。

⑥　入浴出来ない体調の場合、ご利用者様に状態報告・確認・了承をいただき、希望により清拭や更衣を実施出来た。

　※　入浴日に関しては、時間は計画的に提供。（対象の曜日；月.木：3階 利用者様、火.金：2階 利用者様）

　　利用日によっては調整し対応。

令和 2年度事業報告　ショートステイ
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ショートステイ

　（８）　排　泄

①　事前に得た情報をもとに、ご利用者様個々に適した方法（在宅での排泄方法）で、安全・快適に排泄が出きるよ

　うな援助が出来た。＊自立・トイレ誘導・オムツ・ポータブルトイレ使用など

②　可能な限り在宅と同様の環境（排泄場所・時間・介護用品等）を整え、ご利用者様が混乱しないように援助する

　ことが出来た。

③　ご利用者様の状態に応じ、見守り・一部介助・全介助等適切な援助が出来た。

※　排泄介護用品に関しては、計画通りの物品提供が出来た。

　（９）　移動・動作

①　事前に得た情報をもとに、ご利用者様個々に適した方法（歩行・杖歩行・シルバーカー・車椅子等）で、安全に

　移動していただくような援助が出来た。

②　希望に応じ、車椅子・シルバーカー・歩行器等の貸与も出来た。

③　ご利用者様の状態に応じ、見守り・一部介助・全介助等適切な援助が出来た。

 （10）　着替え

①　ご利用時は、基本、施設衣類を貸出した。

②　ご利用者様の状態に応じ、見守り・一部介助・全介助等適切な援助が出来た。

 （11）　睡　眠

①　希望に応じ、施設エアマットの貸出が出来た。（必要時は、ご利用者様・ご家族様へ報告・確認・了承をいただ

　き使用）また、夜間移動時に危険性があると判断した場合や、ご利用者様・ご家族様から希望があった場合（必要

　時は、ご利用者様・ご家族様へ報告・確認・了承をいただき使用）は、センサーマットを使用し、危険防止に努め

　ることが出来た。

②　希望時や必要時には、体位交換を行うことが出来た。

③　夜間、職員による１時間おきの巡視が出来た。また、必要時には適宜巡視が出来た。

④　連続７日間ご利用いただく場合には、曜日指定することなく、１回は必ずシーツ交換を行い清潔保持に努めるこ

　とが出来た。また、汚染時は適宜交換し、清潔保持に努めることが出来た。

 （1２）　健康管理

①　入所時・入浴前・退所時に看護師にてバイタルサインを測定し、健康管理を行った。退所時には、記録を作成し、

　介護者様・ご家族様に伝えることが出来た。

②　少しでも体調の変化が見られた場合には、看護師にてバイタルサインを測定し、必要時には、速やかにご家族様

　への報告・対応が出来た。

③　健康面の情報を利用前に看護師・ケアワーカーに伝え、共通の認識を持った上で対応が出来た。

④　緊急時には、利用前に確認した情報（介護者様・ご家族様の緊急連絡先や主治医、かかりつけ医院等）をもとに

　適切且つ迅速な対応が出来た。

⑤　夜間、急変時にはいつでも看護師と連絡・調整が出来る体制を整えることが出来た。

 （1３）　安全管理

　非常時に備え、消防計画に基づき定期的な消防訓練（年２回、夜間想定）を実施。

 （1４）　レクリエーション

　ご利用中は、特養で行われるレクリエーションや行事に参加していただいた。無理強いはせず、意向を確認し対応

出来た。

 （1５）　送　迎

①　生活相談員、介護支援専門員及びマネージャー補佐（状況により主任）が、２台の車椅子対応軽自動車にて対

　応出来た。また、緊急時には本部に依頼し協力していただき対応出来た。

②　土・日曜日の送迎に関しても、全て対応出来た。家族様の協力などいただき対応出来た。

③　時間に関しては、計画通りに実施。計画時間外の要望があった際には、相談に応じ、臨機応変に対応出来た。

④　対象地域は、計画通り川越市及びふじみ野市の一部。対象外からの依頼は、相談の上対応出来た。

 （1６）　受け入れ

　新型コロナウイルス感染症の影響により、当施設の嘱託医にも確認。ショートステイ利用者と特養入居者の活動ス

ペースを分けた方がよいとの助言に、対応は難しいと判断。定期利用の方は利用継続とし、新規は一時的に受け入れ

を中止とした。新規は、8/24より再開することが出来た。

①　新規ご利用者様は、実態調査に伺い、状態をしっかり把握した上で、受入準備を整えることが出来た。１年以上

　利用のないご利用者様や、退院後すぐ利用される方等については、新型コロナウイルス感染症の影響により、必ず

　しも調査に行ける状況ではなかったため、状態の変化などを確認し利用に繋げることが出来た。

②　実態調査で得た情報はフェイスシート（在宅での様子が記されているもの）に記入し、事前にケアワーカー・看

　護師に知らせ、スムーズに受け入れが出来た。
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ショートステイ

③　利用期間が４日間以上に及ぶ場合は、生活相談員が『短期入所生活介護計画』を作成し、その内容についてご利

　用者様・介護者様・ご家族様に説明した上で、承諾・ご利用をいただくことが出来た。

④　やむを得ず身体拘束が必要な場合は、生活相談員が『緊急やむを得ない身体拘束に関する説明書』を作成し、そ

　の内容について、ご利用者様・介護者様・ご家族様に説明した上で、承諾・ご利用をいただくことが出来た。

　（ 令和2年度該当：3件。）

⑤　利用予約については、原則2カ月前から対応。ただし、原則前の依頼等に関しても、事情を考慮した上で対応が

　出来た。

⑥　定期的な利用者様中心に予定を組み、ロングショート利用を視野に状況を考慮し調整したため、空床の情報は

　出していない。

 （1７）　事故防止

①　過去の事故を踏まえ、センサーマットの設置場所やベッド柵の位置等、基本的な事に対しての見直し・確認を随

　時行った。また、各利用者様により、対応方法が異なるため、少しでも危険性のある方に関しては、対応方法を一

　覧にし、全職員に周知徹底が出来た。

②  ご家族様からいただいた『緊急連絡先』に何かあれば連絡をし、速やかな対応を取ると共に、出来る限りご希望

　通りの対応が出来た。

③  ②同様、利用中に何かあった場合には、ケアマネジャーにも速やかに連絡対応が出来た。

 （1８）　その他のサービス

①　理美容については、なるべく希望に添えられるような調整が出来た。

②　退所の際、『ご利用時の様子』をお渡しし、介護者様・ご家族様に利用中の様子を報告した。また、連絡帳とし

　ても活用し、次回利用時にご利用者様・介護者様・ご家族様からのニーズを知らせていただき、そのニーズに対応

　出来る事により、良い関係を構築できたと考える。

　 ３．運　営
　（１）　日常生活の援助については、特養ケアワーカーが援助。医療面については、特養看護師が援助し、計画通り出来た。

　　　　相談員室含め、共に情報共有を密に対応出来た。

　（２）　居宅介護支援事業所、ご利用者様及びご家族様・介護者様との調整対応（苦情も含む）は生活相談員にて対応出来た。

　　　　生活相談員が不在時には、介護支援専門員・マネージャー補佐が対応し、生活相談員に申し送りも滞りなく出来た。ご

　　　　家族様からの苦情･訴え等に関しては、都度、フロアにも申し送りをし事実確認などを行い、説明・謝罪・訴えへの対

　　　　応が出来た。

　（３）　介護保険請求業務のうち、当月利用実績を生活相談員が整備し、国保連請求及びご利用者様負担請求については、総

　　　　務課職員が実施。二重の確認を行い、誤請求等の不備を無くすよう対応した。集金等の金銭管理にては、総務課と連携

　　　　をとり計画通り出来た。

４．目　標
　（1）　令和2年度のショートステイに関しては、入居を見据えたロングショート利用を積極的に活用出来た。イメージして

　　　　いた活用方法であり、新型コロナウイルス感染症の影響により、新規で定期的に利用する利用者様より感染防止に繋が

　　　　るとも考え対応した。また、入居待機希望者の上位にある方が、ショートステイ利用に繋がる方が多かったことも大き

　　　　かった。ある程度の実績は見込めたと思うが、新規依頼を受けられないことが、ぽぷらのショートは、常に『空きがな

　　　　い』とのイメージや、利用していた方が入居に結び付いた際に次のショートステイ利用に繋がるまでの空床が目立って

　　　　しまった。ロングショートの利用者様は数字的に必須と考える。しかしながら、今後は入居待機者の上位の方が老健な

　　　　どに入所されている方が多いため、ロングショート利用が簡単ではないことが想像できている。

　　　　　ショートステイの受け入れに関しては、入居と違う面で気の遣うところでもある。相談室の中でも検討して対応して

　　　　いきたい。

　（２）　目標数値は、　4．5人／１日　を立て実施。

　　　　　令和2年度　利用者実績は、　　４．7人／１日。

＊　4/9まで1名 キングガーデンの入居者あり。
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デイサービスセンター

　５　事故防止策として

　６　令和２年度に向けて

　年間事業実績

　２　営業時間

　３　利用定員

　４　サービス・処遇目標

　１　営業日



4　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月 10　月 11　月 12　月 1　月 2　月 3　月 計･Ａｖ.

22 21 22 23 21 22 22 21 23 20 19 23 259

42 43 43 44 41 41 40 42 39 42 42 44 503

当初予算 570 544 570 596 544 570 570 544 596 518 492 596 6,708

実　績 464 471 467 472 426 434 437 417 467 384 384 437 5,260

当初予算 25.9 25.9 25.9 25.9 25.9 25.9 25.9 25.9 25.9 25.9 25.9 25.9 24.7

実　績 21.1 22.4 21.2 20.5 20.3 19.7 19.9 19.9 20.3 19.2 20.2 19.0 20.3

11.0 11.0 10.9 10.7 10.4 10.6 10.9 9.9 12.0 9.1 9.1 9.9 10.5

2 0 1 2 2 1 0 1 0 1 2 3 15

　当月新規 1 0 0 0 2 3 2 2 1 5 2 7 25

　介護予防移行 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　当月抹消 　死亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　入院･入所･その他 2 0 1 0 6 1 4 1 1 3 3 6 28

6 5 7 7 7 6 6 6 5 5 5 4 69

当初予算 46 44 46 48 44 46 46 44 48 42 40 48 543

実　績 39 33 45 49 40 40 42 35 35 28 28 33 447

当初予算 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 1.8

実　績 1.8 1.6 2.0 2.1 1.9 1.8 1.9 1.7 1.5 1.4 1.5 1.4 1.7

6.5 6.6 6.4 7.0 5.7 6.7 7.0 5.8 7.0 5.6 5.6 8.3 6.5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　当月新規 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

　介護保険移行 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

　当月抹消 　死亡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　入院･入所･その他 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

48 48 50 51 48 47 46 48 44 47 47 48 572

　ぽぷらの樹 14 15 16 16 15 13 14 16 15 18 17 15 184

　他事業者 35 33 34 35 33 34 32 32 29 29 30 33 389

当初予算 616 588 616 644 588 616 616 588 644 560 532 644 7,252

実　績 503 504 512 521 466 474 479 452 502 412 412 470 5,707

当初予算 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 28.0 26.5

実　績 22.9 24.0 23.3 22.7 22.2 21.5 21.8 21.5 21.8 20.6 21.7 20.4 22.0

　介助入浴 341 360 359 384 362 352 346 340 367 291 291 355 4,148

　特殊入浴 21 26 29 6 8 7 27 28 37 37 37 14 277

38 40

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計
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4,022,472 4,196,338 4,147,898 4,231,370 3,825,896 3,890,864 3,849,974 3,686,345 4,172,244 3,488,172 3,455,550 3,699,160 46,666,283

▲ 960,025 ▲ 786,159 ▲ 834,599 ▲ 751,127 ▲ 1,156,601 ▲ 1,091,633 ▲ 1,132,523 ▲ 1,296,152 ▲ 810,253 ▲ 1,494,325 ▲ 1,526,947 ▲ 1,283,337 ▲ 13,123,681
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デイサービスセンター

１．営業日

　　　祝祭日を含む、月曜日から金曜日までとして実施。年間、2６０日営業。

　　土曜日・日曜日と年始（１月１日から1月3日まで）は休みとした。

　　総合事業では、基本的に事業対象者と要支援１の者は１回、要支援２の者は２回の利用とした。

2．営業時間

　　　基本的に９：１５から１６：３０までを営業時間（７時間以上～９時間未満）として実施。

　　利用者の体力や家族の事情により、入浴のみ（２時間以上～３時間未満）、遅めの送迎や早めの送迎

　　（５時間以上～７時間未満）の対応も実施した。

3．利用定員

　　　定員４０名にて実施。

4．サービス・処遇目標

（１）基本事業

　　　利用者・家族・施設を三本柱とし、連携をとりながら信頼関係を築き、地域に開かれたデイサービスセ

　　ンターを目標とした。利用者様には集団で行うレクリエーションの他に、作品を持ち帰りたいという利用

　　者様からの声を取り入れた作業レクを実施した。作業レクでは、自宅に持ち帰りの出来る個別作品作りを

　　行い、家族や友人に見せる等、作品を完成させる達成感や喜びを味わっていただけたように思われる。

　　　クラブ活動は、カラオケ・ちぎり絵・書道・手芸があり、カラオケ以外は、材料費を利用者様よりいた

　　だき実施した。クラブ活動も起動に乗り、毎回利用者様より次回を楽しみにしている声が聞かれるように

　　なった。ご家族様からは、日頃の介護に関する相談の質問が多く聞かれた。日常の利用者様に関する相談

　　や介護の方法、コミュニケーション方法の相談の他、医療に関する相談も多くあった。今後の課題として

　　職員の返答の仕方や介護・医療の知識等、さらに深めて行くことが必要と思われる。

（２）入浴

　　　入浴に対する個々のニーズが増加している中で、自宅環境や身体状況等の様々な理由により、入浴を楽

　　しみにしている利用者様も多く見受けられるようになった。毎月の入浴週間を実施していく中で、利用者

　　様にリラックスして入浴を楽しんでいただけるように、浴槽に花を浮かべたり、浴室装飾で季節を感じら

　　れるような工夫を実施した。

　　　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため入浴時や着脱時、３密回避のため着脱の席を

　　減らして対応した。入浴前にマスクを外し、衣類を着用する際にマスクを着けて頂くが、マスクを何処に

　　入れたか忘れてしまう利用者様が多く見受けられ、入浴後のマスク探しに戸惑うこともあった。

　　　また、入浴時の安全・安心への配慮も行い、利用者様の皮膚状態（痣や湿疹・痒み・掻き壊し・傷）の

　　観察及び、痛いや痒いなどの利用者様からの聞き取りを行い、必要と判断した場合には家族や担当の介護

　　支援専門員に連絡し、病院受診の対応とした。

（３）食事

　　　デイサービス利用にあたり、入浴に加え食事も利用者様が楽しみにしているとの声が多く聞かれ、日常

　　の食事提供に加え、毎月、季節に合った料理を提供する“季節の行事食週間”を実施して食事を楽しんで

　　頂いた。個々の嗜好を尊重し、病気等への配慮を併せて行い、糖尿病食や低カリウム食等の身体状況にあ

　　わせた食事提供を行った。

　　　また、毎月実施した“おやつ喫茶”では、ケーキや和菓子等を選んでいただき、利用者様にも好評であ

　　り、引き続き実施予定とする。食事提供と同様、個々の嗜好の把握や情報収集を行い、季節を感じられる

　　おやつ提供を行った。

令和 2年度事業報告　デイサービスセンター
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デイサービスセンター

　　　新型コロナウイルス感染症拡大防止及びクラスターを発生させない為の対策として、食事の際は、飛沫

　　防止シート（認識をしやすいように、シート上部にカラーテープを貼り倒さない工夫をした）を一人一人

　　の座席前に設置した。併せて、テーブルの配置も４人での対面から3人掛けテーブルを２人で使用し、座

　　席の間隔を開け、向きも一方向に変更する対応を行った。

（４）送迎

　　　ドアからドアへの送迎を基本とし、必要に応じ自宅内送迎や鍵の管理を行うケースが多く見られた。送

　　迎時のご家族様不在やヘルパーの送り出し、独居利用者様やご家族様が高齢で介護困難な場合は、居宅内

　　介護も実施した。

　　　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、朝の送迎時の検温とアルコールを使用した手指消毒を実施。

　　全利用者様にマスクの着用をお願いした。マスク忘れ・マスク紛失の利用者様には、布マスクの提供を行

　　い、ご家族様・ご利用者様の御協力をいただきながら、感染拡大防止に努めた。

（５）レクリエーション

　　　作業レクリエーションの一環として、季節に合わせたフロアー内の装飾を作成した。また、デイ室内の

　　特大カレンダーの表紙を毎月利用者様に作成していただき、毎月フロアーに展示する事が出来た。特大カ

　　レンダーなどの作業レクリエーションは指先を動かす運動にもなるので今後も続けて行きたい。

　　　外で行うレクリエーションとしては、季節を感じていただけるように天気の良い日は、日光浴をしなが

　　らの体操やグランドゴルフを実施したり、庭の花を見ながらの散歩などを行った。

● 特大カレンダー表紙 ●
～ 制作から完成まで ～

漬 物

焼き芋

● 洗濯物たたみ ●

● レクリエーション活動の様子 ●

8 月

12月10月

ワッフルケーキ

アイスクリーム プリン コーヒーゼリー

おでん
おはぎ

◆ おやつ喫茶 メニューの一部 ◆
◆ 季節の行事食 ◆
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デイサービスセンター

（６）クラブ活動

　　　カラオケ・ちぎり絵・書道・手芸のクラブ活動は、楽しみにされている方が多いので、今後も内容等考

　　え、新型コロナウイルス感染症に注意しながら継続して行いたい。

（７）園芸委員会

　　　春はジャガイモの苗付け、夏はジャガイモやトマトや胡瓜・茄子など収穫した。秋のさつま芋は上手く

　　成長し美味しく味わうことが出来た。庭の花も増やし、寒い時期にはパンジーが咲き、春には桜、秋には

　　秋桜など、季節を通じて多種多様な花を楽しむ事が出来た。

　　　また、新しく青パパイヤを収穫･調理し、フルーツとは違うパパイヤを味わうことができた。

　　　令和３年度も季節を感じながら利用者様に、喜んでいただけるような園芸活動を行いたい。

（８）行事

　　　毎月の行事担当が中心となり、季節行事に加え誕生日会・フロアー飾りなど実施した。毎年利用者様の

　　楽しみであった外出外食行事は、コロナ禍のため中止とした。

　　　外食や外出・初詣は実施出来なかったが、利用者様が、庭やフロアーで出来る事を楽しんで頂けるよう

　　な工夫をし、併せて感染症対策を行いながら季節に合わせた行事を、今後も継続して実施したい。

　　

● 手芸クラブ ● ● カラオケクラブ ●

● 野菜の収穫 ● ● パンジー ●

～ 苗植え ～

● 4月：お花見週間 ● ● 9月：敬老週間 ● ● 12月：ｸﾘｽﾏｽ週間 ●

● 1月：初詣週間 ● ● 2月：節分週間 ●

● 書道クラブ ●

【柿】

【青パパイヤ】

【ゴーヤ】
【さつまいも】
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デイサービスセンター

（９）栄養マネジメント

　　　低栄養状態のおそれがある利用者様や糖尿病でカロリー制限・塩分制限・低残菜食対応・水分制限の利

　　用者様など、個別栄養ケア計画ではないが、管理栄養士よりアドバイスを得て看護師や家族・訪問看護師･

　　担当の介護支援専門員と相談することが出来た。

（１０）運動器機能向上・個別機能訓練

　　　令和元年10月より、個別機能訓練加算を開始する準備として7月より専門職である理学療法士に、毎月

　　２日機能訓練指導員である看護師に助言・指導などもらっている。関節や筋肉の動き・病歴など、個々の

　　利用者様の身体を確認し、個々の生活の質の向上を考えたリハビリの内容を一緒に考え実施している。

　　　個別機能訓練を初めてから、ズボンの上げ下げが行いやすくなったとの利用者様の声もあった。評価と

　　しては、高齢のため数値的に大きな変化は見られないが、握力が改善された・食べこぼしが減った・スプ

　　ーンが上手く使用出来るようになった・ふらつきが減ったなどの声は少しずつ聞かれるようになってきた。

　　　令和3年度は、個別機能訓練の利用者様の個々の計画書や実施内容記録などの、事務業務をスムーズに

　　実施するためのACEシステムを導入し、利用者様の日常生活において動作機能の維持・向上を目的とし、

　　機能訓練の専門職である理学療法士及び機能訓練指導員・看護師と共に取り組んでいきたい。

（１１）会議

　　　業務を円滑に遂行していく為、デイ会議・レク会議・ケア会議・看護会議・園芸会議など回数を減らし

　　実施した。

（１２・１３）職員教育・職員研修

　　　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、外部の研修には参加せず、回数は少ないが勉強会など実施

　　した。

（１４）安全管理

　　　消防訓練・総合訓練・救急救命訓練など定期的に取り組んだ。

（１５）実習・総合学習受け入れ

　　　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、受け入れを中止とした。

（１６）ボランティア

　　　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、受け入れを中止とした。地域との交流も出来なかった。

５．事故防止対策として

　　①　転倒等の事故を防止できるように、会議等で過去にあった事故事例など使用し、歩行介助の方法や身

　　　体を支える場所等学んだ。

　　②　誤嚥・誤飲を防止するため、昼食時などの見守りを行うとともに、嚥下や咀嚼力が低下してきた方に

　　　関しては、看護師や家族と相談し食事の際に事故が起こらないように食種の変更を行った。

　　③　送迎時にご家族様より、利用者様の体調の変化を可能な限り情報を集め、あまり体調が良くないと情

　　　報をもらった時などは、日中に体調の急変が起こらないように休養を進めたり、日中の体調観察等を頻

　　　回に行うなど、急な転倒事故が起こらないように注意した。

　　④　日々終礼にて、ヒヤリ・ハットの情報を集め、申し送り等で共有し事故防止を行った。

　　⑤　安全な送迎を行う為に、車両運転時、運転担当職員や添乗職員が細心の注意を払い運転を行った。し

　　　かし、住宅地は道路が狭く、バックをする際などに壁や電信柱に車両を当てる事故が数件あった。幸い

　　　利用者様や歩行者を巻き込む事故には繋がらなかったが、今後、細心の注意を払い運転業務を行いたい。
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デイサービスセンター

６．令和3年度に向けて

　　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響が大きかったと言える。入れ替わりの多いデイサービス

　において、新規受入の停止や利用者様の利用控え等は、数字に反映する結果となった。また、利用者様が楽

　しみにしているボランティア様の慰問や外食行事・わんちゃん交流会等の行事も中止せざるを得なかった。

　設備面でも、特殊浴槽の不具合が目立つも交換部品がないことから、入替も検討したが使用率等から断念す

　ることとした。

　　新規受入の再開後は、少しずつではあるが利用者数は増加傾向にある。コロナ禍の中、利用して頂いてい

　る利用者様が一日一日を楽しく笑って過ごすこと、身体を動かして美味しい食事が出来ること、しっかりと

　水分補給し健康で元気に過ごすことができるよう、新型コロナウイルス感染症拡大防止及びクラスターを発

　生させない為に、感染予防策を実施すると共に、職員本人及び家族内での感染にも気をつける必要がありま

　す。

　　令和３年に向けて「庭が広くて畑やキレイな花がある！」「散歩や体操の出来る！」「楽しく元気が出る

　ぽぷらの樹と言うデイサービスがある！」行く？と、高階地区や南古谷地区・居宅介護支援事業所・コロナ

　禍の前に入ってくださっていたボランティア様などから言って頂けるようなデイサービスになるよう取り組

　みます。景色の良い庭での活動と身体の機能維持が出来る、家庭的な明るい雰囲気で気持ちが元気になる

　“デイサービスセンターぽぷらの樹”を職員一同、目指していきたいと思います。
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　７　まとめ

資料 「定例会議年間実績表」

　年間事業実績

　２　介護保険における居宅介護支援の目的

　３　対象者

　４　居宅介護支援の基本的業務

　１　営業日

　５　事業報告

　６　事業目標

居宅介護支援事業所



　Av. /月

4　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月 10　月 11　月 12　月 1　月 2　月 3　月 計･Ａｖ.

87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 87 81

91 83 93 95 99 97 100 102 103 97 96 96 1,152

介護件数 88 79 87 87 94 91 94 94 92 92 88 90 1,076

予防件数 3 4 6 8 5 6 6 8 11 5 8 6 76

36.4 33.2 37.2 38.0 39.6 38.8 40.0 40.8 41.2 38.8 38.4 38.4 38.4

26 27 26 27 25 26 28 27 26 25 24 28 315

　実人員 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 36

　常勤換算人員 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 30.0

80 96 100 102 109 114 111 110 116 107 108 115 1,267

介護件数 77 90 94 93 95 99 98 99 99 100 102 108 1154

予防・事業対象者 3 6 6 6 7 9 8 11 13 6.5 6 6.5 88

未確定 0 0 0 3 7 6 5 0 4 0 0 0 25

32.0 38.4 40.0 40.8 43.6 45.6 44.4 44.0 46.4 42.6 43.0 45.8 42.2

86 83 89 91 94 94 100 99 102 97 92 94 1121

介護件数 83 79 83 83 89 88 94 91 91 92 84 88 1045

予防件数 3 4 6 8 5 6 6 8 11 5 8 6 76

5 0 4 4 5 3 0 3 1 0 4 2 31

介護件数 5 0 4 4 5 3 0 3 1 0 4 2 31

予防件数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 3 3 3 3 3 0 0 0 3 5 25

2 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 4

　特定事業所加算Ⅱ

　特定事業所加算Ⅲ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 12

　初回加算 1 2 5 5 7 4 4 3 0 2 1 5 39

　入院時情報連携加算 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 3

　退院退所加算 2 0 0 0 2 1 1 0 1 0 0 0 7

　運営基準減算 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 3 4 6 6 9 2 2 4 6 3 3 54

　死　亡 3 2 1 1 0 0 0 1 3 1 0 2 14

　入　所・その他（転居等） 1 1 0 1 4 3 2 0 0 3 0 2 17

　※職員退職に伴う居宅変更 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　入　院 3 0 4 7 5 2 4 3 3 3 9 8 51

　退　院 6 2 0 6 6 3 6 2 2 5 2 9 49

10 8 16 10 14 8 17 10 8 13 9 9 132

4　月 5　月 6　月 7　月 8　月 9　月 10　月 11　月 12　月 1　月 2　月 3　月 計

2 5 5 0 4 5 4 4 2 4 1 1 37

(2) (1) (1) 0 0 (2) 0 0 (1) (3) 0 0 (10)

.

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

1,319,133 1,319,133 1,319,133 1,319,133 1,319,133 1,319,133 1,319,133 1,319,133 1,319,133 1,319,133 1,319,133 1,319,133 15,829,596

1,368,698 1,228,609 1,354,392 1,351,099 1,461,275 1,386,317 1,474,185 1,470,164 1,427,318 1,354,893 1,365,906 1,267,912 16,510,768

49,565 ▲ 90,524 35,259 31,966 142,142 67,184 155,052 151,031 108,185 35,760 46,773 ▲ 51,221 681,172

104.30%

104.30%

12/12ケ月経過時点

　居宅介護支援事業所　ぽぷらの樹　

96.0

　月遅れ請求件数　②

ケアプラン作成件数

　当月請求件数　　①

　　職員（常勤換算）１人あたりＡｖ.

稼動職員数

　当初予算（事業計画数値）　介護85＋ 予防2

　実　績（ｹｱﾌﾟﾗﾝ作成件数①＋②）　　　

請求実績額（月遅れ･再請求を含）②

差　異　額　②－①

年間予算達成率

令和 ２ 年度　 ４～３ 月分　　　事　業　実　績　④

　担当総件数

　新規件数

　営　業　日　数

　　職員（常勤換算）１人あたりＡｖ.

当初予算計上月間目安額　①

要介護認定調査件数

終了件数

　保留件数

　担当者会議件数

（　うち川越市以外　）　　

入退院件数

当初予算達成状況

　実　績

　　　　　　＊収入状況の目安 　国保連保険請求分：介護報酬収入 （介護保険収入のうち 94 ％相当分） の予算達成状況

　返戻件数・過誤調整件数

加算対象件数
（予防は再掲）

1 2 2 1 2 2 2 5 4 4 2 3 3 4 6 4 4 4 6 4 3 3 4 

2 1 
1 

26 25 
29 26 29 24 28 25 
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28 22 
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居宅介護支援事業所

１．営業日

　　　月曜日～金曜日（祝日を含む）。休業日：土曜日・日曜日・元旦。

　　　※家族等の都合により、土日の出勤も対応した。

2.　介護保険における居宅介護支援の目的

　　　要介護者の依頼を受けて、その方が尊厳を保持し、その有する能力に応じて自立した日常生活を営む事が出来る

　　様、必要な保健・医療・福祉サービスの利用が適切にできる様に、継続的・包括的支援を行う。

　　　住み慣れた自宅・地域で、その人らしく生きる事を最大限尊重できる様に支援を行う。

3.　対象者
　　（１）　介護保険において、要介護認定を受けた方。

　　（２）　要支援認定を受けた方・総合事業対象の方で、地域包括支援センターから委託を受けた方。

4.　居宅介護支援の基本的業務

　　（１）　介護支援専門員による居宅サービス計画の作成

　　（２）　指定居宅介護支援の基本的留意点

　　　　①　利用者及びその家族の主体的な参加及び自らの課題解決に向けての意欲の醸成と相まって行われる事が

　　　　　重要である。

　　　　②　利用者及びその家族の十分な理解が求められるものであり、居宅介護支援を懇切丁寧に行う事を旨とし、

　　　　　サービスの提供方法等について理解しやすいように説明を行う事が肝要である。

　　　　　・複数のサービス（事業者）の提案や、その根拠の説明を行い、利用者の自己決定を支援する。

　 　　　　　・事業者の推薦・選定にあたっては、公正中立を旨として、本人の自立に向けた有効なものを選択する。

　　（３）　継続的かつ計画的な指定居宅サービス等の利用

　　　　①　利用者の心身または、家族の状態等に応じて継続的・計画的に居宅サービスが提供されるようにする。

　　（４）　総合的な居宅サービス計画の作成

　　　　①　介護給付対象外の保健医療・福祉サービス等も、総合的に位置付ける。

　　　　②　地域に不足するサービス等は、地域において提供されるよう関係機関に働き掛けていく。

　　（５）　利用者自身によるサービスの選択

　　（６）　課題分析の実施

　　（７）　課題分析における留意点

　　　　①　課題の把握にあたっては、居宅を訪問し、利用者及びその家族に面接をして行う。

　　　　②　面接の趣旨を利用者及びその家族に対して十分に説明し、理解を得なければならない。

　　　　③　介護支援専門員は面接技法等の研鑚に努めなければならない。

　　（８）　居宅サービス計画原案の作成

　　　　①　利用者及びその家族の生活に対する意向及び、総合的な援助の方針ならびに生活全般の解決すべき課題を

　　　　　記載した上で、提供されるサービスの長期短期目標・達成時期等を盛り込み、評価を行う。

　　（９）　サービス担当者会議等による専門的意見の聴取

　（１０）　居宅サービス計画の説明及び同意

　（１１）　居宅サービス計画の交付

　（１２）　担当者に対する個別サービス計画の提出依頼

　（１３）　居宅サービス計画の実施状況等の把握及び評価等

　（１４）　モニタリングの実施

　（１５）　居宅サービス計画の変更の必要性についてのサービス担当者会議等による専門的意見の聴取

　（１６）　居宅サービス計画の変更

　（１７）　介護保険施設への紹介・その他の便宜の提供

　（１８）　介護保険施設との連携

　（１９）　主治の医師等の意見等

　（２０）　短期入所生活介護及び短期入所療養介護の居宅サービス計画への位置づけ

　（２１）　福祉用具貸与及び福祉用具販売の居宅サービス計画への反映

　　　　①　軽度者の福祉用具貸与等に留意

　（２２）　認定審査会意見等の居宅サービス計画への反映

　（２３）　指定介護予防支援事業者との連携

　（２４）　指定介護予防支援業務の受託に関する留意点

　　　　①　本来行うべき指定居宅介護支援業務の適正な実施に影響を及ぼさないようにする。

令和 2年度事業報告　居宅介護支援事業所
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居宅介護支援事業所

　（２５）　地域ケア会議への協力

　　　　①　地域包括ケアの推進にかかる協力をしていく。

　（２６）　近隣地域の他法人居宅介護支援事業者と、事例検討会を開催する。（特定事業所加算の要件）

　　　　　　地域包括支援センターが主催する事例検討会への参加に置き換える場合もある。

　　（全員参加を基本とする）

5.　事業報告

　　『指定居宅介護支援の基本的業務（前項１～２６）』に基づき、業務を遂行する。

　昨年度に引き続き、定例会議や情報交換の場を活用し、度々法令順守の注意喚起を実施した。特

に、コロナ禍における臨時的な取り扱いや対応については、適宜情報を更新できるように、朝の隙

間時間を利用して情報共有に努めた。間に合わない場合は、文書回覧にて確認した。

　主に主任介護支援専門員が転送電話対応を受け持ち、情報の漏れがないように努めた。

　定例会議は、専らコロナ禍での対応情報に追われた。事例検討会議は、適宜問題となるケースが

発生した場合に、共有し全員で対応方針を検討出来た。

　コロナ禍において、実務研修も延期となっていた為に、介護支援専門員の実務研修の受入につい

ては、対応無し。

　支援困難事例が増えてきている。

　特に、家族側の介護力が脆弱化している。介護手段の確保が難しい事例や、家族の理解力が何ら

かの理由で低下し、説明・導入に時間を要する家族が多くなった。『老々』『認々』と言われる介

護の状態への対応の難しさが表出してきている。適宜、地域包括支援センターと連携して、支援・

対応している。

　（５）　施設内外の環境整備・美化に努める。感染予防・事故防止の観点から継続していく。

　コロナ禍での消毒・換気等に注意し、漏れなく対応している。

　冷暖房効率が悪く、光熱費の削減が難しかった。

　感染予防として、整理整頓・不要なものは置かない事を徹底してきた。事故防止にも繋がる内容

なので、今後も継続していきたい。

6.　事業目標

　　＊　医療連携（入退院連携）の加算を確立する。

　　＊　ターミナルケアを支援する。

　　　　　場合によっては、主・副の担当により、複数での支援体制をとる。

　　　　②　医療連携に重点を置き、在宅での看取りも積極的に受け入れる。

　　（１）　居宅サービス計画作成

　　常勤　３名（内、管理者兼務１名、時間短縮勤務専従1名）

　　＊　育児による時短勤務：9：30～16：00（1名）

　　年間ケアプラン作成予定件数は、　　　　　　の通り。実績は　　　　　　　の通り。　

　　　　①　職員配置数（時間短縮勤務あり）により、その割合に応じた担当件数にそって業務する。

　　　　②　特定事業所加算の要件である、介護支援専門員の実務研修実習の受け入れを行う。

　　（１）　指定居宅介護支援の基本的取り扱い方針に則り、法令を遵守し、業務遂行する。

　　（２）　特定事業所加算を算定するための規定を確認し、２４時間対応の方法を確立しておく。

　　（４）　支援困難事例等については、適宜関係機関等と連携しながら、事業所全体で支援していく。

　　　　①　ターミナルケア・障害制度併用等の利用者について、情報共有し支援のスキルアップに努める。

　　（３）　事業所全体のケアマネジメントの質の向上のため、内外の研修を活用しながら、部署内の定例会議・

　　　　　事例検討・伝達研修等を継続していく。（ ＊職員状況により担当変更あり。）

表 1-1 表 1-2
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居宅介護支援事業所

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 月平均

常　勤

（時 短）

常　勤

（専 従）

管理者

（兼 務）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 月平均

常　勤

（時 短）

常　勤

（専 従）

管理者

（兼 務）

　川越市内は基本的に月４件受託希望だったが、申請の状況により（増）減あった。他市町からの

委託は、できるだけ受け入れ対応した。

　　４件／月（川越市）　＊ 川越市以外の市外は、適宜対応する。（基本的には受託とする。）

91 92 87 91 89.0

　　（２）　要介護認定調査受託数

37.3

合 計 83 83 86 87 92 91 94 91

39 38 39 39 37 37

30 29 31 30.9

36 35 36 36 38 37

30 29 30 32 33 33 33 31 30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　* 平成31年3月1日時点の予定

【　年間ケアプラン作成実績件数一覧　】

17 19 20 19 21 21

87 88 89 90 91 92

20.822 22 22 23 21 23

30 30.0

合 計 82 83 84 85 86 93 87.5

35.0

30 30 30 30 30 30 30 30 30

35 35 35 35 35 3535 35 35 35 35 35

30 30

24 25 26 26 26 22.3

【　年間ケアプラン作成予定件数一覧　】

17 18 19 20 21 22 23

表 1-1

表 1-2

単位：件

単位：件
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生活困窮者相談支援事業



　令和２年度　生活困窮者相談支援事業（彩の国あんしんｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄ事業）年間実績報告

支援件数　：　１件（令和元年度より継続支援）

＊詳細は下記のとおり

男 女 本人
配偶
者

子 傷病 失業 高齢
多重
債務

金額
光熱
水費

住居
関係

食料

■ 40 〇 〇 50,638 〇 〇 支援終了（R2.9.29）

　を繋ぎ、就職活動したが新型コロナウイルス感染症の関係で求人も少ない（日払いもない）状況である。

　と。社会福祉協議会からの食料を支援する。

　１０万円の借入とコロナウイルス給付金１０万円、短期のアルバイトで生活を繋いできたとのこと。

　アルバイトの開始が10/3からのため、その間の食料支援をお願いしたいとの連絡であった。今回も、社会福祉協

　議会からの食料を支援する。

　今回、就労が決まり、本人も週４～５日勤務して収入を得て、生活を安定させたいとの言葉もあり、あんしんセー

　フティネット事業での支援は終了となる。

　支援する。

〔再支援〕R2.5/16　状況確認するも変化ない。コロナウイルスの給付金があるため、そのお金で生活を繋ぐとのこ

　認し、同行支援等はしない形での食料支援は可能との返事いただき、食料（米・缶詰・パスタ・具・ラーメン）の

　支援を行う。併せて、社協の「緊急小口資金・総合支援資金」の案内も行う。

　電気は止まっている・食料もない状況。電気代・食料の支援を行なう。

　～　令和２年度　～　

〔再支援〕Ｒ2.4/10　本人より連絡がある。３月の支援後も仕事ができず、所持金280円。食料も２食分のみ。

　コロナウイルスのため、事業を見合わせるようにとの案内があったが、切迫している状況から社会福祉協議会に確

〔再支援〕R2.9/29　本人から連絡がある。アルバイトであるが、仕事が決まった。また、社協の「緊急小口資金」

現況

　Ｒ1.12/16　川越市自立支援センターより支援依頼の連絡がある。

　川越市在住の独身。

　派遣にて就労していたが、仕事が減り収入減。12/13～、新しく就業したが初回の給与支給日が１ヶ月先であり、

　所持金も１４０円のみ。電気・水道料金の滞納があり、支払わないと止められてしまう状況。支援する。

〔再支援〕Ｒ2.3/20　本人より連絡がある。体調を崩し新しい仕事にもあまり行けなかった。日払いの派遣で生活

〔再支援〕R2.5/2　状況確認の連絡をする。「緊急小口資金」の相談に行くも、コロナウイルス感染症の影響によ

　る失業や収入減になったと判断されず、対象でないと言われる。「総合支援資金」は、仕事が決まっていることが

　条件となる。申請から決定までは約１ヶ月。食料も少なくなっているため、社会福祉協議会から届いている食料を

１

性別
年齢

世帯構成 相談何用 現物給付


